
広報いいで 2023/12/71

写真／ミュージカル「雪の卵」の雪合戦シー
ン。勢いが伝わってきます



広報いいで 2

03 町制施行65周年記念式典・功労者表彰式を挙行
06 オンライン診療の実証実験が始まりました

07 除排雪作業中の事故・ケガ防止セミナー開催冬期間の助成事業をご活用ください
08 飯豊町の人事行政の運営などの状況を公表します
10 まちかどNEWS
12 飯豊町会計年度任用職員募集のお知らせ
13 「町長への手紙」募集！／償却資産の申告のご案内
14 道路の除雪にご協力をお願いします
16 ふるさと納税返礼品提供事業者募集　説明会開催

17 低所得の子育て世帯生活支援特別給付金のご案内令和５年度手ノ子スキー場行事予定
18 協力隊通信　vol.45
19 いいで人の力をまちの力に！第19回／町長の見て歩き
20 飯豊町で新しい学校教育が始まります　第９回
21 役場・医療機関などの年末年始の体制をお知らせします
22 健康 ikiiki プラス
23 子育てファイル／１月の保健

24 住民課住民室から国民健康保険診療所からのお知らせ
25 地域での支え合い・助け合い／町民川柳
26 まちづくりセンター通信　第９回／あ～す発信局
27 ハローワーク飯豊町求人情報／住民課生活環境室から
28 １月の行事予定
29 暮らしの情報／戸籍の窓／人の動き／編集後記
32 私とＳＤＧｓ～持続可能な私の取り組み～

飯豊中３年生全員による一糸乱れぬ合唱。会場の雰囲気が変わりました

今月の
表　紙

共
に
奏
で
る
感
動
、
心
を
満
た
す
一
日

　
11
月
11
日
、
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー
「
あ
～
す
」
に
お
い

て
第
28
回
め
ざ
み
の
里
音
楽
祭
が
行
わ
れ
、
町
内
の
幼
児

施
設
や
小
中
学
校
、
合
唱
団
な
ど
９
団
体
か
ら
約
３
８
０

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
は
園
児
に
よ
る
元
気
い
っ
ぱ
い
の
歌
で
幕
開

け
。
続
い
て
児
童
一
丸
と
な
っ
た
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
鼓
笛
隊

や
合
唱
が
披
露
さ
れ
、
会
場
に
駆
け
付
け
た
多
く
の
観
客

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
他
に
も
、
獅
子
舞
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
な
ど
多
彩
な
演
目
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ

に
町
民
の
歌
「
い
つ
も
心
に
」
を
会
場
に
い
る
全
員
で
歌

い
、
大
団
円
を
迎
え
ま
し
た
。

広報いいで 目次 12
2023

飯豊町は「日本で最も美しい村」連合に加盟しています。
これからも美しい景観と里山文化に磨きをかけていきます。

飯豊町では、SDGs 未来都市の選定を受けています。
SDGs をより身近に感じていただくために、各記事に関連する目標
のアイコンを付けています。

　表紙の題字は、後藤町長が稲穂で
自作した筆で直筆したものです。

facebook �LINEHP

プロモーション
映像

町からのお知らせはこちらから



広報いいで 2023/12/73

　

11
月
３
日
、
町
民
総
合
セ
ン

タ
ー
「
あ
～
す
」
に
お
い
て
、
町

制
施
行
65
周
年
記
念
式
典
・
功
労

者
表
彰
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。

　
後
藤
町
長
は
、
式
辞
に
お
い
て

「
昭
和
33
年
に
飯
豊
村
と
中
津
川

村
が
合
併
し
て
飯
豊
町
と
な
っ
て

か
ら
、
65
年
の
節
目
を
迎
え
た
。

町
は
『
や
っ
ぱ
り
飯
豊
で
幸
せ
に

な
る
』
を
合
言
葉
に
、
若
者
が
夢

を
抱
け
る
町
に
な
る
た
め
に
、
果

敢
に
未
来
を
切
り
拓
き
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
続
け
る
。
こ
れ
か
ら
も
住

民
主
体
の
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
、『
田
園
の
息
吹
が
暮
ら

し
を
豊
か
に
す
る
ま
ち
』
の
実
現

を
誓
う
」
と
力
強
く
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
地
方
自
治
の
振
興
、

町
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
個
人
51

名
と
５
団
体
の
ご
功
績
を
称
え
、

功
労
者
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
に
開
催
さ
れ
た
記

念
講
演
で
は
「
山
形
に
お
け
る
風

水
害
の
特
徴
と
地
域
に
求
め
ら
れ

る
事
前
の
備
え
～
自
助
・
共
助
に

よ
る
地
域
防
災
の
か
た
ち
～
」
と

題
し
て
、
山
形
大
学
地
域
教
育
文

化
学
部
講
師
の
熊
谷
誠
氏
が
令
和

４
年
８
月
３
日
の
大
雨
か
ら
１
年

を
振
り
返
り
、
町
の
地
形
特
性
の

ほ
か
、
災
害
に
備
え
て
避
難
場
所

や
避
難
経
路
の
設
定
、
要
援
護
者

支
援
体
制
の
整
備
な
ど
、
地
域
と

行
政
が
連
携
し
て
防
災
・
減
災
対

策
を
講
じ
る
必
要
性
に
つ
い
て
講

演
し
ま
し
た
。

町制施行65周年記念式典・功労者表彰式を挙行

感謝の心を胸に、新たな明日へ

祝辞を述べる青木県議祝辞を述べる青木県議

熊谷講師による記念講演熊谷講師による記念講演 町民の歌を歌う出席者たち町民の歌を歌う出席者たち賞状を受け取る各功労代表者賞状を受け取る各功労代表者



広報いいで 4

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

◎
後
藤

　
惠
一
郎
（
萩
生
）

　

�

元
議
長
、
飯
豊
町
議
会
議
員
20

年
在
任

◎
長
沼

　
桂
子
（
萩
生
）

　

�

元
副
議
長
、
飯
豊
町
議
会
議
員

18
年
在
任

◎
嶋
貫

　
栄
助
（
萩
生
）

　

�

元
副
議
長
、
飯
豊
町
議
会
議
員

18
年
在
任

◎
井
上

　
俊
一
（
手
ノ
子
）

　

�

多
年
地
区
協
議
会
長
と
し
て
地

域
振
興
に
貢
献

◎
（
故
） 

髙
橋

　
庄
一
（
小
白
川
）

　

�

多
年
地
区
協
議
会
長
と
し
て
地

域
振
興
に
貢
献

◎
米
野
　
斉
巳
（
添
川
）

　

�

多
年
振
興
審
議
会
会
長
、
委
員

と
し
て
町
政
運
営
に
貢
献

◎
伊
藤
　
清
一
（
白
川
）

　

�

町
統
計
調
査
員
協
議
会
員
と
し

て
42
年
在
任

◎
熊
谷
　
五
十
夫
（
中
）

　

�

町
統
計
調
査
員
協
議
会
員
と
し

て
40
年
在
任

◎
後
藤
　
一
宏
（
高
造
路
）

　

�

町
統
計
調
査
員
協
議
会
員
と
し

て
31
年
在
任

◎
後
藤
　
薫
（
萩
生
）

　

�

町
統
計
調
査
員
協
議
会
員
と
し

て
28
年
在
任

◎
長
岡

　
恒
太
郎
（
中
）

　

�

町
統
計
調
査
員
協
議
会
員
と
し

て
26
年
在
任

◎
舩
山

　
文
利
（
小
白
川
）

　

�

町
統
計
調
査
員
協
議
会
員
と
し

て
43
年
在
任

◎
山
口

　
健
（
高
峰
）

　
�

前
町
統
計
調
査
員
協
議
会
会

長
、
会
員
と
し
て
43
年
在
任

◎
髙
橋

　
正
孝（
千
葉
県
美
浜
区
）

　

�

多
年
東
京
飯
豊
会
会
長
、
顧
問

と
し
て
尽
力

◎
山
口

　
弘
二（
埼
玉
県
所
沢
市
）

　

�

多
年
東
京
飯
豊
会
会
長
と
し
て

尽
力

◎
伊
藤
　
榮
造
（
高
峰
）

　

�

多
年
教
育
委
員
会
委
員
長
と
し

て
教
育
振
興
に
貢
献

◎
赤
間
　
寛
（
長
井
市
）

　

�

学
校
歯
科
医
と
し
て
児
童
及
び

教
職
員
の
健
康
管
理
に
貢
献

◎
鈴
木
　
利
作
（
長
井
市
）

　

�

学
校
歯
科
医
と
し
て
園
児
・
児

童
及
び
教
職
員
の
健
康
管
理
に

貢
献

◎
長
岡
　
美
智
子
（
長
井
市
）

　

�

学
校
歯
科
医
と
し
て
生
徒
及
び

教
職
員
の
健
康
管
理
に
貢
献

◎
草
刈

　
一
郎
（
添
川
）

　

�

多
年
商
工
会
会
長
、
理
事
と
し

て
商
工
業
の
振
興
に
貢
献

◎
男
鹿

　
百
合
子
（
手
ノ
子
）

　

�

多
年
観
光
協
会
役
員
と
し
て
観

光
業
の
振
興
に
貢
献

◎
髙
橋

　
眞
（
高
峰
）

　

�

多
年
観
光
協
会
会
長
、
役
員
と

し
て
観
光
業
の
振
興
に
貢
献

◎
屋
島

　
幸
治
（
萩
生
）

　

�

多
年
観
光
協
会
役
員
と
し
て
観

光
振
興
に
貢
献

◎
有
限
会
社
ア
グ
リ
メ
ン
ト
な
か
（
中
）

　

�

創
業
以
来
経
済
振
興
及
び
雇
用

創
出
に
貢
献

◎
株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー
山
形
（
萩
生
）

　
�

創
業
以
来
経
済
振
興
及
び
雇
用

創
出
に
貢
献

◎
安
部
　
数
幸
（
小
屋
）

　

�

多
年
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と

し
て
社
会
福
祉
に
貢
献

◎
伊
藤
　
一
則
（
萩
生
）

　

�

多
年
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と

し
て
社
会
福
祉
に
貢
献

◎
伊
藤
　
キ
ミ
子
（
椿
）

　

�

多
年
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と

し
て
社
会
福
祉
に
貢
献

◎
井
上
　
文
子
（
高
峰
）

　

�

多
年
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と

し
て
社
会
福
祉
に
貢
献

◎
小
関
　
惠
子
（
手
ノ
子
）

　

�

多
年
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と

し
て
社
会
福
祉
に
貢
献

◎
関

　
敏
美
（
黒
沢
）

　

�

多
年
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と

し
て
社
会
福
祉
に
貢
献

◎
舟
山

　
嘉
蔵
（
小
白
川
）

　

�

多
年
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と

し
て
社
会
福
祉
に
貢
献

◎
細
谷

　
芳
弘
（
中
）

　

�

多
年
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と

し
て
社
会
福
祉
に
貢
献

◎
山
岸

　
美
枝
子
（
萩
生
）

　

�

多
年
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と

し
て
社
会
福
祉
に
貢
献

◎
山
口

　
健
（
高
峰
）

　

�

多
年
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と

し
て
社
会
福
祉
に
貢
献

◎
菅
野

　
誠
一
（
中
）

　

�

多
年
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協

議
会
会
長
、
委
員
と
し
て
社
会

福
祉
に
貢
献

◎
伊
藤
　
榮
造
（
高
峰
）

　

�

多
年
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
、

理
事
と
し
て
社
会
福
祉
に
貢
献

◎
竹
田
　
經
（
手
ノ
子
）

　

�

多
年
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
と

し
て
社
会
福
祉
に
貢
献

◎
髙
橋
　
孝
（
高
峰
）

　

�

多
年
交
通
安
全
協
会
活
動
に
尽

力
し
民
生
の
安
定
に
貢
献

◎
安
部
　
貴
志
（
南
陽
市
）

　

元
消
防
副
分
団
長
、
団
員
33
年

◎
安
部
　
数
幸
（
小
屋
）

　

元
消
防
班
長
、
団
員
36
年

◎
井
上

　
和
浩
（
高
峰
）

　

元
消
防
副
団
長
、
団
員
33
年

◎
井
上
　
啓
（
高
峰
）

　

元
消
防
部
長
、
団
員
30
年

◎
岩
瀬

　
也
寸
宏
（
添
川
）

　

元
消
防
部
長
、
団
員
25
年

◎
尾
形

　
隆
（
松
原
）

　

元
消
防
部
長
、
団
員
30
年

◎
齋
藤

　
真
（
松
原
）

　

元
消
防
団
員
25
年

◎
髙
橋

　
正
彦
（
松
原
）

　

元
消
防
部
長
、
団
員
26
年

◎
多
田
野

　
良
一
（
黒
沢
）

　

元
消
防
班
長
、
団
員
29
年

◎
長
沼

　
隆
（
椿
）

　

元
消
防
班
長
、
団
員
26
年

◎
舟
山

　
善
之
（
小
白
川
）

　

元
消
防
団
員
28
年

◎
吉
田

　
秀
昭
（
椿
）

　

元
消
防
部
長
、
団
員
25
年

◎
佐
藤
　
勝
夫
（
南
陽
市
）

　

�

町
の
発
展
の
た
め
多
額
の
寄
附

を
さ
れ
公
益
活
動
に
貢
献

◎
山
口
　
義
雄
（
松
原
）

　

�

公
共
施
設
の
維
持
管
理
の
た
め

多
額
の
寄
附
を
さ
れ
公
益
活
動

に
貢
献

◎
豊
川
建
設
株
式
会
社（
手
ノ
子
）

　

�

災
害
復
旧
の
た
め
多
額
の
寄
附

を
さ
れ
公
益
活
動
に
貢
献

◎
樋
口
建
設
株
式
会
社
（
萩
生
）

　

�

町
の
発
展
の
た
め
多
額
の
寄
附

を
さ
れ
公
益
活
動
に
貢
献

◎
米
沢
信
用
金
庫
（
米
沢
市
）

　

�

災
害
復
旧
の
た
め
多
額
の
寄
附

を
さ
れ
公
益
活
動
に
貢
献

❖
地
方
自
治
功
労

❖
教
育
功
労

❖
産
業
功
労

❖
社
会
福
祉
功
労

❖
民
生
功
労

❖
公
益
功
労

飯
豊
町
功
労
者
表
彰

飯
豊
町
功
労
者
表
彰



広報いいで 2023/12/75

　
ぼ
く
た
ち
の
学
校
に
は
自
然
と

共
生
し
て
い
る
活
動
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
緑
の
少
年
団
で
す
。
今
年

も
地
域
の
方
々
や
自
然
に
詳
し
い

方
々
に
協
力
し
て
も
ら
い
自
分
た

ち
の
手
で
植
樹
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
緑
の
少
年
団
が
あ
っ
た
の
で
、

林
業
に
は
興
味
が
あ
っ
た
し
、
飯

豊
が
ほ
こ
る
農
業
に
も
興
味
が
あ

り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
去
年
の
八
月
三

日
に
記
録
的
大
雨
が
降
り
ま
し

た
。
そ
の
雨
は
ぼ
く
の
家
の
ま
わ

り
に
も
多
く
の
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
そ
の
晩
は
雨
の
音
で
あ

ま
り
眠
れ
な
か
っ
た
で
す
。
今
ま

で
水
害
な
ん
て
ど
う
っ
て
こ
と
な

い
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
身

を
も
っ
て
水
害
の
大
変
さ
を
改
め

て
実
感
し
ま
し
た
。
ぼ
く
の
家
に

は
そ
れ
ほ
ど
被
害
は
な
か
っ
た
の

で
す
が
友
達
の
家
に
は
大
き
な
被

害
が
出
た
と
去
年
の
夏
休
み
明
け

に
聞
い
て
な
ん
で
水
害
の
こ
と
ど

う
っ
て
こ
と
な
い
と
思
っ
た
の
か

な
と
思
い
ま
し
た
。
近
く
の
人
達

が
困
っ
て
い
て
い
た
の
に
人
事
で

ち
ょ
っ
と
は
ず
か
し
か
っ
た
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
初
め
て
ぼ
く
は
被

災
し
て
も
ぼ
く
達
や
町
の
人
々
の

た
め
に
く
じ
け
ず
林
業
や
農
業
、

支
援
を
行
っ
て
く
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
木
は
酸

素
を
た
く
さ
ん
出
し
て
く
れ
る
の

で
大
事
で
す
。
人
間
は
酸
素
が
な

い
と
生
き
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
農

作
物
は
人
間
が
食
べ
る
も
の
の
大

半
を
占
め
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
ぼ
く
は
お
米
が
大
好
き

だ
し
、
野
菜
、
果
物
も
大
好
き
で

す
。
こ
の
人
間
に
と
っ
て
重
要
な

農
業
が
な
く
な
っ
た
ら
ぼ
く
達
は

生
き
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

し
か
し
緑
の
少
年
団
や
農
業
の
手

伝
い
を
し
て
み
る
と
大
変
な
の
が

分
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
ほ
と
ん

ど
毎
日
や
っ
て
く
れ
て
い
る
人
が

い
る
か
ら
ぼ
く
や
、
友
達
、
家
族
、

地
域
の
人
々
が
生
き
て
い
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
ぼ
く
が
一
日
で
ヘ

ト
ヘ
ト
に
な
っ
た
作
業
を
毎
日

や
っ
て
い
る
方
々
は
す
ご
い
と
思

い
ま
し
た
。
し
か
も
、
た
だ
で
さ

え
大
変
な
の
に
災
害
で
も
っ
と
大

変
に
な
っ
て
い
る
と
知
り
ま
し
た
。

ぼ
く
の
学
校
で
は
、
地
域
の
方
々

に
支
え
て
も
ら
い
な
が
ら
自
分
た

ち
の
手
で
田
う
え
、
草
と
り
、
い

ね
か
り
を
し
ま
し
た
。
田
ん
ぼ
一

枚
分
も
な
い
田
ん
ぼ
に
二
時
間
か

か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
け
っ
こ

う
く
た
び
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
作

業
や
っ
て
い
る
方
は
改
め
て
す
ご

い
な
と
思
い
ま
し
た
。
林
業
や
農

業
を
や
っ
て
く
れ
る
人
が
い
な
く

な
っ
た
ら
、
こ
の
町
は
ぼ
く
の
大

好
き
な
町
じ
ゃ
な
く
な
る
と
思
い

ま
す
。
八
月
三
日
の
大
雨
に
負
け

ず
に
ど
こ
か
で
活
躍
し
て
い
る
人

が
い
る
か
ら
こ
そ
今
も
元
気
に
ぼ

く
達
が
生
き
て
る
ん
だ
と
思
い
ま

す
。

　
今
、
農
家
は
ど
ん
ど
ん
減
っ
て

い
ま
す
。
八
月
三
日
の
大
雨
に
負

け
な
い
で
ほ
し
い
で
す
。
そ
う
い

う
人
た
ち
に
は
頑
張
っ
て
ほ
し
い

し
、
そ
う
い
う
人
達
が
い
る
か
ら

生
き
て
い
れ
る
と
い
う
こ
と
を
忘

れ
ず
に
日
々
生
活
し
て
生
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
ぼ
く
は
、
八
月
三

日
の
大
雨
が
あ
っ
て
も
ぼ
く
達
の

こ
と
を
思
っ
て
、
負
け
ず
に
、
林

業
農
業
を
行
っ
て
く
れ
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う

方
々
の
負
た
ん
を
減
ら
す
た
め
に

ぼ
く
は
緑
の
少
年
団
の
植
樹
活
動

を
人
一
倍
が
ん
ば
る
、
農
業
や
っ

て
い
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
手
伝
い

を
し
て
、
少
し
で
も
負
た
ん
を
減

ら
し
て
、
飯
豊
町
を
今
度
は
ぼ
く

達
も
支
え
て
い
け
れ
ば
い
い
な
と

思
い
ま
し
た
。

地
域
を
守
る
農
林
業
関
係
者
へ

地
域
を
守
る
農
林
業
関
係
者
へ

激
励
の
思
い
を
作
文
に
込
め
て

激
励
の
思
い
を
作
文
に
込
め
て

　　
令
和
４
年
８
月
３
日
の
豪
雨
災
害
で
被
災
し
た
農
林
業
に
携
わ
る
方
々
へ
激
励
の
エ
ー
ル
を
作
文
で

お
届
け
す
る
た
め
に
激
励
作
文
募
集
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
小
学
生・中
学
生
部
門
45
作
品
、高
校
生・

一
般
部
門
３
作
品
の
激
励
作
文
の
応
募
が
あ
り
、
町
制
施
行
65
周
年
記
念
式
典
に
合
わ
せ
て
優
秀
作
品

の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
小
学
生
・
中
学
生
部
門
の
最
優
秀
賞
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

「
農
林
業
の
復
興
応
援
文
」

石
井　

櫂

記念式典で朗読する石井さん記念式典で朗読する石井さん

【
最
優
秀
賞
】

　
石
井
櫂
（
添
川
小
５
年
）

【
優
秀
賞
】

　
安
部
倖
平
（
飯
豊
中
３
年
）

　
志
田
岳
翔
（
飯
豊
中
３
年
）

【
審
査
委
員
特
別
賞
】

　
藤
川
美
咲
（
飯
豊
中
３
年
）

　
小
関
彩
愛
（
飯
豊
中
１
年
）

【
審
査
委
員
特
別
賞
】

　
鈴
木
茉
菜
緒
（
東
京
都
）

❖
小
学
生
・
中
学
生
部
門

❖
高
校
生
・
一
般
部
門

【
講
評
】

　
「
緑
の
少
年
団
」
の
植
樹
活
動

を
通
し
、
自
然
と
人
間
と
の
共
生
、

ま
た
身
近
に
林
業
・
農
作
業
を
目

に
し
て
き
た
筆
者
は
、
学
校
で
森

林
と
酸
素
供
給
、
農
業
と
食
糧
自

給
の
関
係
な
ど
を
学
ぶ
と
と
も
に
、

田
植
え
・
草
取
り
・
稲
刈
り
な
ど

の
体
験
学
習
を
通
し
て
そ
の
労
苦

を
実
感
。
農
・
林
業
従
事
者
が
減

少
す
る
中
、
そ
の
重
要
性
を
自

身
の
問
題
と
し
て
考
え
る
。
昨
年

８
月
の
洪
水
被
害
の
影
響
と
そ
の

復
興
に
取
り
組
む
関
係
者
の
姿
が
、

将
来
そ
の
役
割
を
担
う
こ
と
を
筆

者
に
改
め
て
促
し
た
強
い
思
い
が

伝
わ
る
。
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新
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
と
は
、
医
師
と
患
者
間
で
、

情
報
通
信
機
器
（
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
）

を
通
し
て
患
者
の
診
察
や
診
断
を
行
い
、
診
断

結
果
の
伝
達
や
処
方
な
ど
の
診
療
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
行
う
行
為
の
こ
と
で
す
。
電
波
が
通
じ

る
場
所
で
あ
れ
ば
、
遠
く
離
れ
て
い
て
も
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
診
療
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

　
情
報
通
信
技
術
の
発
展
と
地
域
の
医
療
提
供

体
制
、
医
療
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
伴
っ
て
、
近
年

ま
す
ま
す
需
要
が
高
ま
っ
て
お
り
、
特
に
交
通

の
便
が
悪
い
山
間
地
や
離
島
な
ど
に
お
い
て
有

効
な
活
用
方
法
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

山
形
県
で
は
、
全
国
に
先
ん
じ
て
人
口
減

少
・
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。
へ
き
地
診

療
所
で
は
月
数
回
～
週
数
回
し
か
医
師
の
派
遣

を
受
け
ら
れ
な
い
な
ど
、
継
続
し
た
診
療
日
数

の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
か
ら
、
村
山
地
域
と
最
上
地
域

に
お
い
て
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
は
新
た
に
置
賜
地
域
に
お
い
て
、

公
立
置
賜
総
合
病
院
と
飯
豊
町
中
津
川
診
療
所

を
つ
な
い
だ
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
実
施
し
、
経

営
主
体
の
異
な
る
医
療
機
関
間
に
よ
る
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
に
つ
い
て
実
証
を
開
始
し
、
成
果
と

課
題
を
整
理
し
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
な
ど
に
よ
る
人
口
減
少
で
、
医

療
資
源
が
少
な
い
地
域
に
お
け
る
課
題
は
、
い

か
に
安
定
し
て
医
療
を
提
供
す
る
か
と
い
う
こ

と
で
す
。
ま
た
、
災
害
時
に
お
い
て
安
定
し
た

医
療
を
提
供
す
る
と
い
う
面
か
ら
も
、
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
は
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
医
療
に
と
っ

て
欠
か
せ
な
い
診
療
体
制
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
今
年
度
は
実
証
段
階
で
す
の
で
、
今

後
も
継
続
し
て
皆
さ
ま
か
ら
意
見
を
い
た
だ
き

検
証
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
中
津
川
地
区
の
皆
さ
ま
に
寄
り

添
い
な
が
ら
、
医
療
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

公
立
置
賜
総
合
病
院　
経
営
企
画
課

～どこでも誰でも診療が受けられる町を目指して～

オンライン診療
実証実験が始まりました

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
と
は

公
立
置
賜
総
合
病
院
か
ら

中
津
川
診
療
所
で
実
施
中

の

伊藤駿一郎医師と中津川診療所スタッフの皆さん

鮮明な映像と音声で、違和感なく診察が受けられます

豊野充所長豊野充所長

　オンライン診療は、現地に医師がいなくても
診察できるものです。触診や治療ができないと
いった課題もありますが、水害や雪崩などの災
害時で医師が現地に行けなくても「診てもらえ
る安心感」を提供できると思います。
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～
安
全
な
除
排
雪
作
業
の
方
法
や
コ
ツ
を
身
に
つ
け
よ
う
～

除
排
雪
作
業
中
の
事
故
・
ケ
ガ

防
止
セ
ミ
ナ
ー
開
催

◆問合せ先／町健康福祉課福祉室☎86-2233

冬期間の助成事業をご活用ください
冬期間も安心 ・ 安全に暮らせるよう

除雪にかかる費用や除雪作業の手配を支援します。
◆対象要件（生活保護世帯は対象外）
・�町内在住の高齢者のみ世帯、障がい者のみ世帯
または高齢者と障がい者のみ世帯
・�町県民税が非課税または均等割のみ課税の世帯
・�日常的に除雪をお願いできる子どもや孫、親戚
などがいない世帯
◆支援内容
①�除雪ヘルパーを派遣し、屋根の雪下ろしなどの
除雪作業を支援（費用の２／３を助成：最大
50,000円）
②除雪作業にかかる費用を助成金として支給
・�中部地区、東部地区、白椿地区（上郷地区およ
び野山地区を除く）／10,000円
・�白椿地区のうち上郷地区および野山地区、西部
　地区／15,000円
・�中津川地区／20,000円
※該当者には申請書を郵送します

除雪助成事業
冬の灯油購入にかかる費用を助成します。
◆対象要件（生活保護世帯は対象外）
・�町内在住の高齢者のみ世帯、障がい者同居世帯
またはひとり親世帯
・町県民税が非課税の世帯
◆助成金額
　１世帯あたり10,000円
※該当者には申請書を郵送します

灯油購入費助成事業

　
　
　
月
９
日
、
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
「
あ
～
す
」
に
お
い
て
、
除
排

雪
作
業
中
の
事
故
・
ケ
ガ
防
止
セ
ミ

ナ
ー
が
行
わ
れ
、
約
30
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
町
内
で
は
毎
年
数
件
の
除
排
雪
時
の

事
故
報
告
が
あ
り
、
中
に
は
重
傷
と

な
っ
た
例
も
あ
り
ま
す
。
講
師
の
上
村

靖
司
教
授
（
長
岡
技
術
科
学
大
学
大
学

院
）
か
ら
は
、
除
排
雪
時
の
事
故
で
多

い
の
は
屋
根
や
は
し
ご
か
ら
落
ち
る
、

側
溝
に
落
ち
る
な
ど
「
落
ち
る
事
故
」

で
あ
る
こ
と
や
、
実
際
に
起
き
た
事
故

事
例
の
紹
介
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
用
具
や
装
備

の
紹
介
と
、
手
順
を
踏
ん
で
除
雪
す
る

こ
と
の
重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。

　
講
演
の
後
は
安
全
帯
の
装
着
の
仕
方

や
ロ
ー
プ
の
結
び
方
に
つ
い
て
、
実
物

に
触
れ
な
が
ら
学
び
、
今
冬
か
ら
活
用

で
き
る
知
識
と
技
術
を
習
得
し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
冬
の
暮
ら
し
と
共
に
あ
る

除
排
雪
作
業
。「
一
人
で
作
業
し
な
い
」

「
安
全
装
備
を
使
用
す
る
」
な
ど
の
基

本
対
策
を
忘
れ
ず
、
安
全
に
、
事
故
ゼ

ロ
で
冬
を
過
ご
す
こ
と
を
再
確
認
し
た

日
と
な
り
ま
し
た
。

11
除雪作業中の事故と安全対策について学びましたすぐに役立つ技術を習得
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　飯豊町の人事行政の運営などの状況（職員の給与など）について、条例により毎年その内容を公表しています。これは、
町民の皆さまに町職員の任免や勤務時間その他の勤務条件などの情報を知っていただくために公表しているものです。
　今回は令和４年度の状況を公表します。一部他の年度の状況についても掲載しています。

◆勤務時間の状況

◆年次有給休暇の取得日数（令和４年）

１週間の
勤務時間

勤務時間の割り振り
始業 終業 休憩時間 週休日

38時間45分 8:30 17:15 12:00～13:00 土・日曜日
※本庁舎以外の勤務場所では、異なる場合があります

◆休暇の種類

　　年次有給休暇、病気休暇（有給）、特別休暇（有給）、
　介護休暇（無給）、組合休暇（無給）があります。

　　令和４年度の職員の分限処分は休職が２人、懲戒処分はありませんでした。

区分 内容 対象者

職員健康診断

基本健診 全職員
大腸がん検診 全職員
肝炎ウイルス検診 35歳に達する者で希望者
肺がん検診 40歳以上の希望者
胃検診 希望者

乳がん検診 希望者
子宮がん検診 希望者

職員健康診断
事後指導

健診結果に基づき、保健師
による指導を実施 全職員

◆健康診断などの実施状況 ◆共済組合および互助会
区分 内容

短期給付 職員とその家族の病気、けが、死亡および災害などに対しての給付を行います
長期給付 職員の退職・障がいまたは死亡に対して年金または一時金の給付を行います
福祉事業 職員とその家族の病気予防、貯金の積み立て、住宅資金の貸し付けを行います

◆問合せ先／役場総務課総務財政室☎87-0520

◆公務災害補償の状況（令和４年度）
区分 傷病 死亡
公務災害 １件 ０件
通勤災害 ０件 ０件

◆飯豊町役場職員互助会（令和４年度）
互助会名称 　飯豊町役場職員体育文化会
会員数 　128人

補助金決算額 　０千円
事業内容 　各種クラブの設置

◆職員の利益の保護の状況
　�　県人事委員会から公平委員会への委託業務（勤務条件に関する措置の要求の状況と不利益処分に関する
不服申し立ての状況）は、令和４年度は該当ありませんでした。

◇詳細は町ホームページで公開しています →

◆育児休業の取得状況（令和４年度）
　　平均取得日数　9.3日 　男性　０人　　女性　７人（うち前年度からの育児休業１人）

◆職員手当の状況（令和４年度）

期末・勤勉手当 期末手当 勤勉手当 計 ※加算割合：３級５％、４～５級10％、６級15％2.40月分 1.85月分 4.25月分
住居手当 借家（家賃月額14,000円以上の場合支給する） 限度額　28,000円
寒冷地手当 　月額7,360円～ 17,800円
扶養手当 　月額6,500円～ 10,000円 ※�満16歳の年度初めから満22歳の年度末までの扶養親族の子がいる場

合１人につき5,000円加算
通勤手当 　交通機関等利用：限度額55,000円　　自家用車等使用：限度額37,200円
管理職手当 　課長・局長・診療所長職：月額37,400円～ 50,000円

時間外勤務手当 平日 125％（22:00 ～翌5:00は150％）
週休日 135％（22:00 ～翌5:00は160％）

退職手当
勤続20年 勤続25年 勤続30年 最高限度額

自己都合 19.6695月分 28.0395月分 34.7355月分 47.709月分
定年・勧奨 24.586875月分 33.27075月分 40.80375月分 47.709月分

⑶�職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

⑷�職員の休業に関する状況

⑸�職員の分限および懲戒処分の状況

⑹�職員の福祉および利益の保護の状況



広報いいで 2023/12/79

飯豊町の人事行政の運営などの状況を公表します

◆職員採用の状況（令和４年度） ◆部門別職員数（各年度４月１日現在）※５年度は参考

区 分 採用者数
男 女 計

一般行政職 ４人 ２人 ６人
保育士 ０人 ２人 ２人
計 ４人 ４人 ８人

◆再任用職員の状況（令和４年度）

区 分 男 女 計
一般行政職 ９人 １人 10人
保育士 ０人 ２人 ２人

技能労務職 １人 ０人 １人
計 10人 ３人 13人

◆退職者の状況（令和４年度）

区 分 定年退職 勧奨退職 普通退職 計
一般行政職 ２人 ０人 ３人 ５人
保育士 ０人 ０人 １人 １人

技能労務職 ０人 ０人 ０人 ０人
計 ２人 ０人 ４人 ６人

区　　　　分 ３年度 ４年度 比較 ５年度

一般行政
部門

議会 ２人 ２人 ０人 2人
総務企画 26人 27人 １人 27人
税務 ６人 ６人 ０人 ６人
民生 26人 22人 △４人 22人
衛生 ４人 ５人 １人 ５人
農林 10人 ９人 △１人 ９人
商工 ５人 ５人 ０人 ５人
土木 ６人 ６人 ０人 ６人

特別行政部門 教育 15人 19人 ４人 22人

公営企業等
会計

病院 ２人 １人 △１人 １人
水道 ２人 ２人 ０人 ２人
下水道 ２人 ２人 ０人 ２人

国民健康保険 ６人 ５人 △１人 ５人
介護保険 ３人 ４人 １人 ３人
後期高齢 ２人 ２人 ０人 １人
その他 10人 11人 １人 12人

合計 127人 128人 １人 130人

◆人件費の状況（令和４年度普通会計決算）

住民基本台帳人口
（Ｒ５. ３.31）

歳出額
（Ａ）

人件費
（Ｂ）

人件費率
（Ｂ/Ａ）

３年度
人件費率

6,499人 7,724,246千円 1,048,852千円 13.6% 14.5%
※人件費には、町長など常勤の特別職の給料および議会議員、教育委員会委員などの非常勤の特別職に支給される報酬を含みます

◆職員給与費の状況（令和４年度普通会計決算）

区分 職員数
（Ａ）

給与費 一人当たり給与費
（Ｂ/Ａ）給料 職員手当 期末・勤勉手当 合計（Ｂ）

４年度 105（11）人 399,990千円 89,755千円 151,805千円 641,550千円 5,531千円
※職員数は、令和４年４月１日時点の人数です。職員数のうち（）内は、職員数に含まない再任用職員の人数です

◆職員の平均給与月額および平均年齢（令和４年４月１日）

区分 平均給与月額 平均年齢
一般行政職 378,200円 41.3歳
技能労務職 357,700円 53.8歳

◆職員の初任給の状況（令和４年４月１日）

区分 初任給

一般行政職 大学卒 188,100円
高校卒 156,300円

技能労務職 高校卒 154,700円

◆特別職の給与・報酬月額（令和４年４月１日）

区分 現行 条例 期末手当

給料
町長 810,000円� 810,000円 6月 1.600月分
副町長 610,000円 610,000円 12月 1.600月分
教育長 540,000円 540,000円 計 3.20月分

報酬
議長 340,000円 340,000円 6月 1.600月分
副議長 280,000円 280,000円 12月 1.600月分
議員 265,000円 265,000円 計 3.20月分

◆一般行政職の級別職員数の状況（各年度４月１日現在）※５年度は参考

◆ラスパイレス指数（行政職給料表適用職員を対象）
令和２年度…99.3％　３年度…99.6％　４年度…100.1％
※国家公務員の給与水準を100％とした場合の給与水準です

区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級
合計代表的な職務 主事・主事補

技師・技師補 主事・技師 主任 主査 室長 課長
４年度 26人（22.2％） 31人（26.5％） 12人（10.3％） 12人（10.3％） 25人（21.4％） 11人（9.4％） 117人（100％）
５年度 23人（19.7％） 37人（31.6％） 12人（10.3％） 10人（8.5％） 23人（19.7％） 12人（10.3％） 117人（100％）

⑵�職員の給与の状況

⑴�職員の任免及び職員数に関する状況
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　11月11日から12日にかけて、道の駅いいでを会場
に災害時を想定した社会実験が実施されました。道の
駅に必要な備えや体制を明らかにし、当道の駅の防災
力強化と、ほかの道の駅でも活用できる防災ガイドラ
イン作成を目指したものです。寒い時期の災害想定と
いうこともあり、支給された毛布にくるま
って行動する人も。参加者自ら用意した朝
食の芋煮で心身ともに温まりました。

　10月29日、秋川橋河川公園バーベキューランド（東
京都）において、東京飯豊会（山口弘二会長）と町が
５年振りに芋煮会を共催し、86名の参加者が交流を
深めました。中津川出身の山口会長は「飯豊町に所

ゆ か り

縁
のある方々が、東京でこのような活動をしていると多
くの人に知ってほしい」と語りました。東
京の河原で飯豊弁が飛び交い、故郷の空気
を感じるひとときとなりました。

東京飯豊会　第６回大芋煮会

都で味わう故郷の味

　11月25日、白椿地区公民館にて、「いいでの子たい
したもんだプロジェクト2023 ～ナゾとき・まち歩き
ワークショップ～」が行われました。「豪雨災害はな
ぜ起きたのか」というナゾを解明するため、11名の
児童生徒が町内を歩きながら調査しました。椿地区を
調査した班は「近いエリアで被害に差があ
るのは、地面がアスファルトと土の違いか
も」と鋭い視点でナゾに取り組みました。

スペシャルミッションに挑む 災害時の避難生活を体験

「防災道の駅」宿泊・炊き出し社会実験いいでの子 たいしたもんだプロジェクト

まちかどニュースは、皆さんの広場です。
地域のできごとやご意見などお気軽にお寄せください。

役場企画課情報推進室まで（直通 87-0522）
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　11月30日、役場議場において、町制施行65周年記
念事業のいいで子ども議会（大原滉二郎議長、飯豊中
３年）が開催されました。子どもの豊かな感性による
アイデアを町政に反映させることや、地域づくりに参
加する気持ちを育てることを目的に実施。子ども議員
10名からは「学校が統合された後の空き校
舎をホテルやレストランとして活用しては」
など、堂々とした質問がなされました。

　11月４日、西置賜１市３町の各チームが襷
たすき

をつな
ぐ西置賜地区駅伝競走大会が開催され、飯豊町チーム
が25年ぶりに優勝のゴールテープを切りました。大
会は小国～白鷹をつなぐ９区間、総距離31.6㎞で行
われ、飯豊町は小国区間を１位の白鷹町と９秒差の２
位で終えると、その後飯豊中学校前を一斉
スタート、長井市内で先頭に立つと、２位
の白鷹町に27秒差を付けゴールしました。

News 町の話題

　11月25日と26日の両日、町民総合センター「あ～
す」を主会場に全国農村計画講座が開催されました。
１日目はながめやまバイオガス発電所といいで添川温
泉「しらさぎ荘」で家畜排せつ物や木質チップを活用
した再生可能エネルギーの導入事例を学び、２日目は
循環型社会やSDGsの暮らしに関する情報
や取り組みの講座、また地球温暖化への具
体的な対応についての討論が行われました。

宇津峠歩こう会
（手ノ子地内）

スマホ教室
（中部地区公民館）

10/30 10/29

いいで熱鍋祭
（めざみの里観光物産館）

11/3

第65回西置賜地区駅伝競走大会 全国農村計画講座 第２回まちむらづくり塾

飯豊町25年ぶりの優勝 農村にこそある持続可能な暮らし

いいで子ども議会

理想のまちへ  描く未来
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飯豊町会計年度任用職員募集のお知らせ
　町では、令和６年度会計年度任用職員任用にあたり、事前の名簿登録受付を行います。
◆受付期間／ 12月１日㈮～令和６年１月12日㈮（郵送の場合は１月12日必着）
◆受付時間／月曜日から金曜日までの午前８時30分から午後５時15分まで
※祝日および12月29日㈮から令和６年1月３日㈬までの期間を除く

職種区分 職務内容 資格要件 勤務場所 報酬額（月額）
一般事務助手 一般事務の助手 役場庁舎または出先機関 146,806円～

納税支援員 税等の納税支援業務 税務会計課 194,806円～

交通安全専門指導員 交通安全教育の普及および指導をはじ
めとする交通安全推進業務 住民課 151,258円～

技能技術員 公用車運転および車両などの整備管理業務
庁舎または施設の環境整備業務

中型自動車免許（マイクロ
バスの運転ができること） 役場庁舎または幼児施設 152,419円～

介護員
要介護高齢者などを対象とした施設入
所・通所リハビリなどの介護業務
（夜勤・交替勤務がある場合あり）

介護福祉士またはホームヘル
パー２級以上の資格もしくは
介護職員初任者研修修了者

介護老人保健施設「美の里」 170,419円～

介護助手 要介護高齢者などを対象とした施設入
所・通所リハビリの介護業務助手 介護老人保健施設「美の里」 146,806円～

看護師 勤務施設の看護業務。介護老人保健施
設については交替勤務あり 看護師または准看護師免許

国民健康保険診療所または介
護老人保健施設「美の里」ま
たは訪問看護ステーション

180,774円～

地域活動推進員
集落などのコミュニティの維持、活性化
のため、地域住民の自発的な取り組みの
サポート業務および公民館運営業務

町内各地区まちづくり
センター・各地区公民
館

165,483円～

保育教諭 町内認定こども園での保育業務。交替
勤務がある場合あり

保育士資格または幼稚園教
諭免許

飯豊わくわくこども園
飯豊すくすくこども園 158,903円～

保育助手 町内幼児施設での保育助手 町内幼児施設 146,806円～

調理師 飯豊わくわくこども園の調理業務 調理師免許 飯豊わくわくこども園 146,806円～

放課後児童支援員 学童クラブ児童の安全管理と健全育成
のための指導等

中部学童クラブ
白椿学童クラブ 157,064円～

栄養士 学校給食共同調理場の業務および幼児
施設における栄養士業務 栄養士免許 学校給食共同調理場 152,419円～

学校技術員 町内小中学校における学校技術員業務 町内小中学校 152,419円～
学校支援員
児童生徒自立支援員

町内小中学校における児童・生徒の学
習活動支援や補助業務 町内小中学校 146,806円～

学校司書 町内小中学校図書室の司書業務および児
童・生徒への読書指導や読書支援業務 司書資格 町内小中学校 152,419円～

介護認定調査員 介護認定調査業務 健康福祉課 151,258円～

認知症地域支援推進員 高齢者宅訪問による認知症関連事業の対象者把握、介護予防事業の運営補助業務

保健師、看護師、精神保健福
祉士、社会福祉士、介護福
祉士のいずれかの資格、普
通運転免許

健康福祉課 172,258円～

保健師 保健師業務 保健師資格 健康福祉課 193,258円～

◆問合せ先／役場総務課総務財政室　☎87-0520

◆�申込方法／申込書に必要事項を記入し、役場総務課に
提出してください。なお、申込書は、役場総務課で交
付するほか、町ホームページからもダウンロードが可
能です。希望職種が免許・資格経験を要する職種の場
合には、必ずその写しを添付してください
◆選考方法／書類選考ならびに面接選考
◆�任用期間／令和６年４月１日から１年以内
◆勤務時間および休日など
　◦�勤務時間は、原則午前８時30分から午後５時まで
の１週37時間30分以内（職種により時間外勤務、
夜間勤務、交替勤務あり）

　◦��休日は、土曜日、日曜日、年末年始および祝日（職
種により異なる場合あり）

　◦�任用期間および勤務日数に応じて、年次有給休暇、
特別休暇あり

◆�給与など／報酬の額は各人の職歴や経歴などにより異
なります。このほか、通勤に関する費用弁償、期末手
当、時間外勤務手当、夜間勤務手当などがそれぞれの
支給要件に応じて支給されます
◆�保険の加入／一定の勤務日数・勤務時間または任用期
間に応じ市町村職員共済組合、雇用保険などに加入
◆�服務・人事評価／常勤職員と同様に、服務の宣誓、法
令および上司の職務上の命令に従う義務、信用失墜行
為の禁止、秘密を守る義務、職務専念義務、政治的行
為の制限が適用されるとともに、人事評価制度、懲戒
処分の対象となります
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農業者・事業者の皆さんへ償却資産の申告のご案内

　農業者や事業者の皆さんの償却資産申告を下記の日程で受け付けます。

◆受付期間
　令和６年１月４日㈭～１月12日㈮　（土日祝除く）
　8：30～ 17：15
◆受付場所／役場税務会計課税務室
◆持ち物／①償却資産申告書②償却資産細目一覧表
　　　　　③種類別明細書（増加があった場合）
　　　　　④取得した償却資産の領収書
　　　　　⑤マイナンバーカード【お持ちでない方
　　　　　　は、マイナンバー通知カードおよび本
　　　　　　人確認書類（運転免許証など）】
◆�昨年度まで申告されている方
　申告書を送付します
◆新たに資産を取得された方
　税務室までお早めにご連絡ください

◆対象となる償却資産
　令和６年１月１日時点で所有し、事業用に使用し
ている機械装置や構築物などで、取得価格が10万
円以上で耐用年数が１年以上のものです。ただし、
自動車税や軽自動車税が課税されているもの（乗用
田植機、トラクタ、コンバイン、ホイルローダ、農
耕作業用トレーラなど）は除きます。
※�申告書控は、２月からの町県民税の申告相談に必
ずご持参ください

忘れずに申告の手続きを！ ～最終提出は令和６年１月31日㈬です～～最終提出は令和６年１月31日㈬です～

◆提出・問合せ先／役場税務会計課税務室☎87-0513

「町長への手紙」募集！

◆問合せ先／役場企画課情報推進室☎87-0522

　義務教育学校について、もっと情報を開示して
ほしい。また町民アンケートを実施してほしい。

①広報いいでにて今年度、義務教育学校に関するコーナーを連載中
②�開校準備委員会だよりを発行し、町ホームページへの掲載と紙による組回覧を実施
③�令和４年度に各学校や幼児施設、各地区公民館にて説明会を実施。今年度も町民総合センター
「あ～す」や各地域づくり座談会にて説明を行った

④�ご質問をＥメールで受け付けるほか、「あ～す」と各地区公民館に質問箱を設置する予定

＊�ご要望を受け、さまざまな説明・周知方法を検討しています。今後もご理解を得られるよう
　丁寧な説明に努めてまいります

　「町長への手紙」は、広報いいで６月号と12月号に折り込み全戸配布しています。また、役場
庁舎や町民総合センター「あ～す」、各地区公民館にも設置しておりますので、ぜひ皆さまのご
意見や提案をお寄せください。

ご要望

町ホームページにも
掲載しています↓

　町民の皆さんが普段感じている意見や提案をまちづくりに生かすため、「町長への手紙」投
稿はがきを皆さんに配布します。今回は前回配布時にいただいた要望などの一部を紹介します。

　誹謗中傷にあたるものや営業・広告に類するもの、また無記名など要件を満たしていないものにつ
いては回答できない場合があります。
※�もし回答できないものであっても、町民の声として受け止め、今後の町政運営の参考とさせていた
だきます

町の対応

開校準備委員会
だ
よ
り
↓

義務教育学校に関する
↓ご質問はこちらまで↓

�i-gakkou@town.iide.yamagata.jp
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道路の除雪に関する問合せ先
◆町道／役場地域整備課建設室☎87-0516　◆県道／置賜総合支庁西置賜道路計画課維持管理担当☎88-8229
◆国道／山形河川国道事務所米沢国道維持出張所☎0238-37-5300

　11月20日、町除雪格納庫において、令和５
年度除雪作業安全祈願祭が行われました。祈願
祭には、町除雪共同企業体など関係者約30名
が参加し、今年度の除雪作業の無事故を祈りま
した。その後、オペレーターを対象に除雪作業
安全講習会と、今シーズンから導入するGPS操
作講習会を開催し、異常降雪時や大規模災害時
の対応方法、安全な除雪作業のポイントを確認
しました。除雪作業安全講習会

除雪作業安全祈願祭
除雪作業安全講習会を実施

屋根の雪下ろし中の
転落事故に注意！

除雪安全祈願祭除雪安全祈願祭

　毎年、屋根の雪下ろしや除排雪に伴う事故は高齢者を中心に発生しており、事故一歩手前の「ヒヤリ
ハット」も５割の方が経験しています。雪下ろしや除雪が必要な場合は、業者への依頼も検討しましょう。
　町では除雪にかかった費用や除雪作業の手配を支援しています。詳細は７ページをご確認ください。

◆命を守る除雪中の事故防止のポイント◆
Point!

　晴れの日ほど、屋根の雪が緩んでいて、
思わぬ落雪に巻き込まれることがありま
す。玄関から出る際や軒下、屋根の雪下
ろし中は雪の状態を確認しましょう。

　排雪時は、池や流雪溝など
の転落に注意して作業を行い
ましょう。

　除雪機による事故も毎年発生していま
す。除雪機の雪詰まりの除去は、エンジ
ンを切ってから行いましょう。また、手
を突っ込まずに、雪かき棒を使って除去
しましょう。 ◆問合せ先／県防災くらし安心部防災危機管理課

　　　　　　☎023-630-2230

山形県が管理する防災情報などをこち
らから調べることができます↓

こちら防災やまがた

晴れの日ほど除雪作業に注意 池や流雪溝にも注意

除雪機の取り扱いに注意
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道路の除雪に
ご協力をお願いします

◆車道除雪計画
　�　今年度の除雪延長（消雪を含む）は、約161kmで
町道の約59％を除雪します。除雪体制は、町内を５
工区に分け、委託業者による除雪となります。
◆歩道除雪計画
　�　町内歩道の約11kmを業者委託と町内団体への委託
により除雪します。
◆朝７時まで一車線確保
　�　車道除雪は、原則新雪深がおおむね10～ 15ｃｍ以上
の場合、または降雪状況からそれ以上になると判断さ
れる場合に除雪車が出動します。午前７時までに一車

線を確保し、おおむね午前８時までに完了する予定で
す。
◆異常降雪時などは段階的に除雪
　�　異常降雪などで除雪能力の限界を超えた場合、すべ
ての路線を目標時刻まで除雪することは困難です。そ
こで、異常降雪のときに限り主要路線から段階的に除
雪します。
◆消雪道路の散水休止時間
　�　午後４時から午後６時までは、散水休止時間です。
これは、一般家庭の電力需要が多い時間帯の電力節約
を目的としたものです。

安全な道路交通と除雪作業のためにご協力ください
●道路へは雪を出さないでください
　�　消雪道路は降っている雪を消す能力しかありません。また、機械除雪路線についても道路に出さ
れた雪は交通の妨げになり、自動車や歩行者の事故を招く危険があります。皆さまのご協力をお願
いします。
●道路にはみ出した樹木や枝は伐採してください
●町への連絡などは部落長・自治会長・地区長を通してください

消
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路
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◆場所／町民総合センター「あ～す」２階研修室
　参加希望の方は事前に担当課までご連絡ください。
◆内容
　ふるさと納税の申し込みから返礼品の発送までの流れ、
昨今のふるさと納税の動向、今後の方針などについて担
当課からご説明します。事業者の皆さまからも、新たな
返礼品提案のアイデアや疑問点・ご意見などをお伺いし
ます。
◆事業参加資格（下記いずれにも該当する方）
・�町内に本社または主たる事業所を有する法人または個
人であって、町税などの滞納がない方
・�「飯豊らしさ」を有する地場産品（町内で生産された
もの、町内産の原料を加工したもの、加工の主要部分
を町内で行っているものなど）であり、飯豊町をＰＲ
するにふさわしい特産品などを寄附者に提供できる方

◆事業者募集期間
　12月22日㈮～令和６年２月２日㈮
　8：30～ 17：15（土日祝除く）
◆応募方法
　募集期間内に、下記書類を担当課までご提出ください。
　①事業参加申込書（様式第１号）
　②申込みに係る誓約書（様式第２号）
　③町税の納税証明書
※�①事業参加申込書はご提案いただく返礼品ごとにご記
入ください
※様式第１・２号は町ホームページから入手可能です
◆その他
　ご提案内容について詳細をお伺いしますので、時間に
余裕をもってご応募ください。また、返礼品の写真をご
用意いただけると寄附者へのＰＲ強化につながります。

　町では、ふるさと納税の推進を図るとともに、町内産品のＰＲと町内産業の活性化に寄与することを目
的に、ご寄附をいただいた方に返礼品として町の特産品をお贈りしています。令和６年度ふるさと納税の
返礼品として、町の特産品などを寄附者に送付する事業者を募集します。下記の通り事業説明会を開催し
ますのでぜひご参加ください。新規ご提案も大歓迎です。

◆問合せ先／役場企画課総合政策室　☎87-0521

令和6年度
いいでめざみの里応援寄附金

（ふるさと納税）

返礼品提供事業者募集 説明会開催
15 時～12 21 ㊍日月

広報いいで 16
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令和５年度　手ノ子スキー場　行事予定

～該当する方は、忘れずに申請してください～

行事名 日程 備考

スキー場開き 12月23日㈯

9:30 ～祈願祭
10:30 ～ 16:00まで
回数券販売（１人４枚
まで半額）

スキー指導者講習会 １月６日㈯ 13:30 ～ 15:30
（受付12:30）

キララ親子スキー教室

１月７日㈰
　　14日㈰
　　21日㈰
　　28日㈰
２月４日㈰

9:30 ～ 11:00

スキー子どもの日 １月14日㈰
２月４日㈰

子ども（中学生まで）
は日中リフト無料

スキー場感謝デー １月28日㈰ 11:00～お楽しみ抽選会

町民スキー大会 ２月11日㈰ 町内小学校と同時開催
ジュニアバッチテスト

級別テスト ２月17日㈯ 受付9:00 ～

シュレップリフト
区分 大人 小人 備考

個人

回数券 1,100円 600円 簡易リフト使用
可、昼夜共通

１日券 2,100円 1,200円 簡易リフト使用
可

ナイター券 1,200円 700円 －

シーズン券 16,700円 8,100円 ナイター可

団体
１日券 500円 300円 簡易リフト使用

可、半日あたり
ナイター券 600円 300円 －

簡易リフト
個人 １日券 500円 300円 －

【営業期間】12月23日（土）から令和６年３月３日（日）まで
　営業日は、営業日カレンダーをご覧ください（12月上旬に町ホームページに掲載予定）。

◆問合せ先／町社会教育課生涯学習振興室☎72-3111
　　　　　　手ノ子スキー場☎75-2811

◆問合せ先／役場教育総務課子育て支援室
　　　　　　☎87-0518

※団体（10名以上）の使用料はそれぞれ１人当たりです
※小人とは小学生から中学生まで（未就学児は無料）

低所得の子育て世帯生活支援特別給付金
（ひとり親世帯以外） のご案内

　この給付金は、０～ 18歳のお子さんを養育する方（父母など）の収入が、令和５年１月１日から
令和６年２月29日までの間に物価高騰の影響を受けて急変し、住民税（均等割）非課税世帯と同程
度の水準になられた場合に対象となります。該当する方は、忘れずに申請してください。
　なお、案内通知は０～ 18歳のお子さんがいる世帯の【世帯主様宛】にすでに送付済みです。

詳細は、町のホームページ
（QRコード参照）をご覧
ください。

◆申請期間／令和６年２月29日㈭まで
◆申 請 者／お子さんを養育する方（父母など）
◆給付金額／お子さん１人につき５万円

該当例 �燃料費や材料費の高騰により
会社が経営難になったことで・・・

（収入減少の原因が物価高騰であること）

①従業員の賃金が削減された場合
②�再就職が難しくなり、本来得られ
るはずの収入がない場合など
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◆
出
張
く
る
く
る
シ
ョ
ッ
プ

　
今
年
度
も
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
出
張
く

る
く
る
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
出
張
す

る
こ
と
で
、
新
た
な
つ
な
が
り
や
発
見
が

あ
り
、
店
舗
と
も
ま
た
違
っ
た
楽
し
さ
や

学
び
が
あ
り
ま
す
。

　
10
月
14
日
に
ど
ん
で
ん
平
ゆ
り
園
に
て

開
催
さ
れ
た
「
お
い
で
マ
ル
シ
ェ
」
で
は
、

飯
豊
中
学
校
の
生
徒
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

お
手
伝
い
し
て
く
れ
ま
し
た
。
若
い
人
と

一
緒
に
活
動
す
る
と
自
分
自
身
も
若
返
っ

た
気
持
ち
に
な
り
、
と
て
も
楽
し
い
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
主
体
性

を
持
っ
て
地
域
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る

姿
を
見
る
と
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
選
択
を

し
て
、
ど
ん
な
大
人
に
な
る
ん
だ
ろ
う
と

今
か
ら
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。

◆
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オ
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ス
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電
の
見
学

　
将
来
の
事
業
化
に
向
け
た
取
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組
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す
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あ
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す
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っ
て
き
ま
し
た
。
う
す
き
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
は
、
実
際
に
２
年
間
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
を
稼
働
さ
せ
て
お
り
、
バ
イ
オ
マ
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発
電
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可
能
性
や
難
し
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を
ヒ
ア
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ン
グ

す
る
こ
と
が
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き
ま
し
た
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特
に
、
実
際

に
動
か
し
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る
人
に
し
か
わ
か
ら
な
い

設
備
ト
ラ
ブ
ル
の
苦
労
を
数
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く
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と
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で
き
、
非
常
に
有
意
義
な
情
報
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得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
設
備
ト
ラ
ブ
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つ
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は
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こ
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か
ら
自
分
た
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も
必

ず
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す
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題
に
な
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の
で
、
こ
れ
か

ら
も
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宜
情
報
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換
を
し
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効
果
的
な
対

策
な
ど
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収
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た
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で
す
。

　
ま
た
、
今
回
訪
問
し
た
う
す
き
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
小
川
取
締
役
か
ら
「
辛
く
な
り
す

ぎ
ず
、
楽
し
み
な
が
ら
」
と
い
う
ア
ド
バ

イ
ス
を
も
ら
い
ま
し
た
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小
川
さ
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は
、

非
常
に
ハ
ー
ド
な
仕
事
を
こ
な
し
て
い
る

の
で
す
が
、
笑
顔
の
多
さ
が
印
象
的
で
、

自
分
も
そ
ん
な
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま

し
た
。
自
分
の
地
元
で
素
晴
ら
し
い
仲
間

と
や
り
た
い
仕
事
に
向
き
合
え
る
、
今
の

環
境
に
感
謝
し
、
楽
し
み
な
が
ら
仕
事
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
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計
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ボ
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　飯豊町にUターンして丸２年が経ちました。この２年を振り返ってみると、これまでに
味わったことのない体験やさまざまな世代の方とのつながりを通し、自分の知見の広がり
や人生感の変化を大きく感じることができました。ひとつの仕事だけをする前職とはまた
違った忙しさにてんやわんやする毎日ですが、日々一生懸命取り組み、地域の皆さんと一
緒に前に進んでいきたいです。

地元の友達と一緒に芋煮会できるのも、
地元ならでは醍醐味の一つですね!(^^)!

飯豊町日記飯豊町日記
毎日の習慣である朝散歩でも肌寒さや柿
の実の色づきから、秋だな～としみじみ
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い
い
で
人
の
力
を
ま
ち
の
力
に
！

～
輝
く
町
民
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
～

一
人
で
歌
う
よ
り
も
、
み
ん
な
で

歌
う
方
が
断
然
楽
し
い

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
町
内
外
で
活
躍
す
る
町
民
の
方
に
活
動
や
町

へ
の
思
い
を
お
聞
き
し
ま
す
。
今
回
は
、
伊
藤
毅
さ
ん
（
椿
）
を
紹
介

し
ま
す
。

　
今
回
は
、
結
成
以
来
男
声
合
唱
団
プ

ロ
ー
ジ
ッ
ト
に
所
属
し
て
い
る
、
現
会

長
の
伊
藤
毅
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

―�

合
唱
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

　

２
０
０
８
年
の
町
制
施
行
50
周
年
事

業
と
し
て
、「
飯
豊
山
～
我
が
心
の
ア

ル
カ
デ
ィ
ア
～
」
と
い
う
混
声
合
唱
組

曲
が
制
作
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
際
の
、

男
声
パ
ー
ト
の
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
た
こ

と
が
合
唱
を
始
め
た
き
っ
か
け
で
す
。

　

同
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
、

２
０
１
０
年
に
プ
ロ
ー
ジ
ッ
ト
を
結
成

し
ま
し
た
。
現
在
は
、
30
～
70
歳
代
の

メ
ン
バ
ー
12
人
が
所
属
し
て
お
り
、
毎

週
火
曜
日
の
夜
に
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー

「
あ
～
す
」
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

―�

合
唱
の
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
魅
力
的
で

す
か
？

　

一
人
で
歌
う
よ
り
も
、
み
ん
な
で

歌
っ
た
方
が
断
然
楽
し
く
、
特
に
ハ

モ
っ
た
時
は
最
高
で
す
。
上
手
く
歌
え

た
時
は
、
自
分
の
声
が
分
か
ら
な
く
な

る
ほ
ど
周
り
の
声
と
同
化
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
他
に
も
、
合
唱
は
パ
ー
ト

に
分
か
れ
る
た
め
、
自
分
の
声
の
音
域

に
合
わ
せ
て
歌
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と

も
魅
力
の
一
つ
で
す
。
音
程
の
高
い
歌

を
自
分
一
人
で
は
歌
え
な
く
て
も
、
合

唱
な
ら
歌
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

―�

印
象
的
だ
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
あ
り

ま
す
か
？

　
「
飯
豊
山
～
我
が
心
の
ア
ル
カ
デ
ィ

ア
～
」
を
町
民
有
志
と
と
も
に
大
勢
で

合
唱
し
た
こ
と
で
す
。
ま
た
、
地
元
の

合
唱
団
と
共
演
す
る
と
い
う
山
形
交
響

楽
団
の
企
画
で
、
フ
ル
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

を
バ
ッ
ク
に
合
唱
し
た
こ
と
も
印
象
深

い
で
す
。
ほ
と
ん
ど
ぶ
っ
つ
け
本
番
で

し
た
が
、
鳥
肌
が
立
つ
く
ら
い
感
動
し

ま
し
た
。

１
月
号
に
続
き
ま
す

伊藤毅 さん
Tsuyoshi Ito

（中央右）

『
温
か
い
師
走
を
』

後
　
藤
　
幸
　
平

　

山
ま
た
山
を
越
え
続
け
る
よ
う
に
し
て

こ
と
し
も
一
年
が
過
ぎ
た
。
肉
体
や
精
神

は
い
つ
か
間
違
い
な
く
終
着
駅
に
到
着
す

る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
走
り
続
け
る
。

　

都
は
る
み
の
歌
に
あ
る
『
女
の
海
峡
』。

聴
か
せ
る
、
い
や
、
泣
か
せ
る
歌
で
あ
る
。

「
…
東
京
を
す
て
た
女
が
ひ
と
り　

汽
車

か
ら
船
に
乗
り
か
え
て　

北
へ
流
れ
る
夜

の
海
峡
雪
が
舞
う
」。
こ
の
場
面
は
「
私

の
明
日
は
ど
こ
に
あ
る
…
」
と
、
夜
の
海

峡
を
ひ
と
り
旅
す
る
女
が
主
役
で
あ
る
。

男
と
女
の
別
れ
の
情
景
で
あ
る
と
同
時
に

生
き
る
こ
と
は
所
詮
こ
ん
な
も
の
だ
と
い

う
暗
示
で
も
あ
る
。

　

そ
う
な
る
と
気
が
か
り
な
の
は
放
浪
の

俳
人「
山
頭
火
」の
姿
だ
。
何
も
か
も
失
っ

て
あ
て
の
な
い
旅
を
続
け
た
。
自
由
と
ひ

き
か
え
に
酒
以
外
の
も
の
を
放
り
出
そ
う

と
し
た
。

・
分
け
入
っ
て
も
分
け
入
っ
て
も
青
い
山

・
捨
て
き
れ
な
い
荷
物
の
お
も
さ
ま
へ
う
し
ろ

・
お
地
蔵
さ
ん
も
あ
た
た
か
い
涎よ

だ
れ

か
け

　

は
る
み
演
歌
も
山
頭
火
の
句
も
、
道
な

き
道
を
歩
い
て
目
に
映
る
も
の
や
心
に
浮

か
ぶ
も
の
を
詠う

た

っ
て
い
る
。
そ
こ
に
哀
愁

や
憂
鬱
、
自
戒
は
あ
っ
て
も
、
分
断
と
抗

争
、
人
を
責
め
立
て
問
い
詰
め
る
不
寛
容

を
見
つ
け
る
こ
と
は
な
い
。
は
じ
め
か
ら

自
分
に
な
い
も
の
を
持
っ
て
い
る
世
界
が

あ
る
こ
と
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

　

師
走
の
喧
騒
の
中
、
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
の

メ
ロ
デ
ィ
を
聞
く
と
思
い
出
す
。
枕
元
に

そ
っ
と
置
か
れ
た
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
、

初
め
て
知
っ
た
味
と
香
り
は
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
の
存
在
を
確
信
す
る
も
の
だ
っ
た
。

『
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
っ
て
い
る
ん
で
し
ょ

う
か
』
と
い
う
、
子
ど
も
の
読
者
の
質
問

に
新
聞
社
は
何
と
社
説
で
答
え
た
。「
目

に
見
え
る
も
の
や
自
分
が
わ
か
る
こ
と
だ

け
が
全
部
だ
と
思
っ
て
は
い
け
な
い
、
思

い
や
り
や
い
た
わ
り
が
目
に
は
見
え
な
く

て
も
ち
ゃ
ん
と
あ
り
、
潤
い
あ
る
暮
ら
し

が
成
り
立
っ
て
い
る
よ
う
に
」
と
綴つ

づ

り
感

動
を
呼
ん
だ
。
そ
の
社
説
が
本
と
な
り
、

今
も
書
店
に
並
ぶ
。

　

か
つ
て
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
は
置
賜
の

地
を
訪
れ
て
「
鋤す

き

で
耕
し
た
と
い
う
よ
り
、

鉛
筆
で
描
い
た
よ
う
に
美
し
い
」
と
表
現

し
た
。
そ
の
鉛
筆
の
製
造
が
飯
豊
町
で
始

ま
る
。「
こ
の
地
を
訪
れ
た
こ
と
を
生
涯

忘
れ
な
い
」
と
絶
賛
し
た
バ
ー
ド
の
言
葉

が
甦
る
。
温
か
く
う
れ
し
い
師
走
を
。
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　令和８年４月から開校する飯豊町の義務教育学校は、「施設分離型」でスタート
します。前回に引き続き、校舎の形態について課題とともに説明していきます。

飯豊型の義務教育学校②

～
魅
力
あ
る
義
務
教
育
学
校
の
開
校
を
目
指
し
て
～

飯
豊
町
で
新
し
い
学
校
教
育
が
始
ま
り
ま
す

　
義
務
教
育
学
校
は
、
小
学
校
と
中
学

校
が
一
体
と
な
っ
た
学
校
で
す
が
、
本

町
で
は
、
既
存
の
３
つ
の
校
舎
を
活
用

す
る
施
設
分
離
型
の
学
校
で
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
そ
の
理
由
は
先
月
号
に
掲
載

し
ま
し
た
の
で
、
そ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
活
用
す
る
校
舎
は
、
下
図
の
通
り
、

現
在
の
第
一
小
学
校
、
第
二
小
学
校
、

飯
豊
中
学
校
の
３
つ
で
す
。
順
に
説
明

し
ま
す
。
１
つ
目
に
、
第
一
小
校
舎
を

使
っ
た
「
北
（
き
た
）
学
舎
」。
こ
こ

に
は
、
現
在
の
第
一
小
校
区
の
１
～
４

年
生
が
学
び
ま
す
。
２
つ
目
は
、
第
二

小
校
舎
を
使
っ
た
「
南
（
み
な
み
）
学

舎
」。
こ
ち
ら
で
は
、現
在
の
第
二
小・

手
ノ
子
小
・
添
川
小
校
区
の
１
～
４
年

生
が
通
学
し
ま
す
。
そ
し
て
３
つ
目
が

「
中
（
な
か
）
学
舎
」
で
、
飯
豊
中
校

舎
を
使
い
、
５
～
９
年
生
（
小
学
５
・

６
年
生
と
中
学
１
～
３
年
生
）
の
児
童

生
徒
が
生
活
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
校
舎
が
分
か
れ
る
こ
と

で
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
検
討
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
例
え
ば
、
入
学
式
や
卒
業
式
、
運
動

会
な
ど
の
学
校
行
事
を
ど
う
す
る
か
。

そ
れ
ぞ
れ
の
校
舎
単
位
で
行
う
考
え
方

も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
一
つ
の

学
校
で
す
か
ら
、
大
事
な
行
事
は
１
～

９
年
生
が
一
堂
に
会
し
て
行
わ
れ
る
べ

き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
運
動
会
を
例

に
と
れ
ば
、
体
格
差
の
あ
る
小
学
生
と

中
学
生
が
混
在
し
て
い
ま
す
の
で
、
学

年
ご
と
に
競
技
種
目
を
分
け
る
な
ど
し
、

安
全
対
策
を
講
じ
て
実
施
し
ま
す
。

　
北
学
舎
お
よ
び
南
学
舎
に
つ
い
て
は
、

４
年
生
が
最
上
級
生
と
な
る
の
で
、
不

安
を
感
じ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
４
年
生
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
在
り
方
、
さ
ら
に
は
学
舎
間

の
学
年
交
流
を
ど
う
し
て
い
く
か
、
登

校
班
の
安
全
確
保
な
ど
課
題
を
洗
い
出

し
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
併
せ
て
、
先
生
方
の
負
担
に
つ
い
て

も
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
職
員

会
議
や
打
ち
合
わ
せ
な
ど
は
、
校
舎
間

の
物
理
的
な
距
離
を
補
う
た
め
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を
利
用
し
、
リ
モ
ー

ト
で
手
軽
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

と
れ
る
仕
組
み
を
構
築
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

第９回

義務教育学校についてのご質問はございませんか。Ｅメールでもお受けい
たします。（宛先）i-gakkou@town.iide.yamagata.jp　ご質問の内容に、
氏名・住所を添えてください。無記名の場合、回答できないことがあります。
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◆�役場／ 12月29日㈮から１月３日㈬まで、年末年始
休業となります
◇出生・死亡・婚姻などの戸籍事務の受付について
　�　日直者が午前８時30分～午後５時の間に行いま
す。役場庁舎南側の玄関からお入りください。
　�　そのほかの時間帯は、消防署飯豊分署（☎72-
2222）で受け付けていますが、事前に電話で確認
ください。
◇年明け開庁日【１月４日㈭～５日㈮】
　上記期間中は、窓口の混雑が予想されます。時間に
余裕を持ってお越しください。

◆年末年始の休日診療所
　�　12月31日㈰から１月３日㈬まで、休日診療所を
開所します。
　�　この期間、公立置賜総合病院救命救急センターは、
非常に混み合い、診察待ち時間が長くなり、３時間
以上お待たせすることもあります。
　�　インフルエンザや新型コロナウイルスなどの急な
病気で、症状が比較的軽いと思われる場合は、長井
西置賜休日診療所をご利用ください。

◆水道・下水道担当業者
12月29日�㈮ 佐藤管工業　☎72-2191
12月30日�㈯ 佐藤管工業　☎72-2191
12月31日�㈰ 髙橋工務店　☎75-2086
１月１日�㈪ 髙橋工務店　☎75-2086
１月２日�㈫ 佐藤管工業　☎72-2191
１月３日�㈬ 佐藤管工業　☎72-2191

◇受付時間
◦午前　８時30分
　　　　～ 11時30分
◦午後　１時
　　　　～４時30分
◇連絡先
　☎84-5799

長井西置賜休日診療所
旧長井市役所 長井小学校ＧＳ

休
日
診
療
所

自動車
販売店

役場・医療機関などの年末年始の体制をお知らせします

冬期間の水道に関するお知らせ
◆冬期間の上下水道料金は、推定料金となります
　�　12月から来年４月の冬期間は、積雪により水道
メーターの検針ができないため、11月分と同額を
推定料金として請求し、検針再開の来年５月に精算
します。不都合な場合は早目に連絡してください。
◆冬期間の水漏れ事故に要注意！
　�　冬期間において、凍結や落雪などの維持管理不良
による水漏れ事故が多く発生しています。その際の
修理代と水漏れした水道代は全額自己負担になりま
す。事故防止のために、水抜き・凍結防止ヒーター
の使用・水道施設の雪囲いなど、凍結事故の防止対
策をお願いします。特に冬期間使用しない建物また
は施設は水抜きなどの対応ではなく、閉栓届を提出
することをおすすめします。

◆もし、水漏れしたら！
　�　水道法により、軽微な変更以外は町が指定した給
水装置工事事業者しか修理できません。水漏れ箇所
が地中や床下、壁中の場合は減額制度もありますの
で、町指定給水装置工事事業者に依頼してください。
※�軽微な変更：給水装置の末端にある給水用具（蛇口
など）の取り換えおよび配管を伴わない補修など

【町指定給水装置工事事業者】
◇髙橋工務店☎75-2086　◇佐藤管工業☎72-2191
◇ウマイヤ商店☎72-2275◇梅津商店☎72-2155
◇菊地テクノス☎74-2395
　ほか町外40社が指定されています。
◆問合せ先／役場地域整備課上下水道室☎87-0515

年末年始のお買い物に、ぜひご利用ください！
◆ほほえみカー利用券発行事業
　�　町商工会加盟店で買い物や飲食をするために「ほ
ほえみカー」を往復利用する場合、帰りの利用料金
が無料になる「利用券」を加盟店で発行しています。
※「ほほえみカー」運休日は「利用券」は発行できません
※「利用券」は、当日のみ利用できます
※対象となる店舗には、ポスターが掲示されています

◆宅配支援事業
　�　商店までの移動が困難な方を対象に、宅配事業を
行っています。利用には条件があります。
　　詳細は、町商工会までお問い合わせください。
◇�宅配商品／注文の合計額が1,000円以上となる商品
◇�宅配時間／午前11時まで届いた注文は、当日午後
に配達（手ノ子・高峰・中津川地区は翌日配達）

◆移動販売／�販売日時やルートなどの詳細は、下記の事業所に直接お問い合わせください。
　SHINセルカ㈱☎86-3368　㈱田中屋☎72-2054　㈲肉のすがい☎74-2212　渡部魚店☎75-2524

◆問合せ先／飯豊町商工会☎72-3000

長井郵便局



広報いいで 22

◆問合せ先／健康福祉課健康医療室☎86-2338

　健康 ikiiki ＋では、町健康福祉センター（町健
康福祉課・町国民健康保険診療所）から、季節ご
とに旬な話題をお届けし、町民の皆さんの健康づ
くりを応援します。

今月の
テーマ 冬に知っておきたいこと

　寒い冬、家にこもりきりになっていませんか？また、冬はクリスマスや忘年会、
年末年始とごちそうを食べる機会も多く、体重が増えやすい季節です。体重が増え
るのは暖かい時期よりも活動量が減り、消費カロリーよりも摂取カロリーが上回る
ことが原因です。

　実は気温の低い冬は普段通り生活していても、夏よりも基礎代謝※が高くなっているのをご存
じでしょうか。冬は寒さから体を守るために、夏よりも多くのエネルギーを消費するからです。
そのため冬に運動をすると、よりエネルギーを消費してダイエットの効果が出やすくなると言わ
れています。
※基礎代謝…生命維持のために、何もしなくても消費しているエネルギーのこと

　脂肪を減らし筋力をつけたい方や、高血圧・糖尿病など生活習慣病の予防の
ために、冬場は雪かき、踏み台昇降、足踏み運動、縄跳び、スクワット、ラジ
オ体操、エアロバイクなど日常の中で有酸素運動を取り入れましょう。
〇冬の運動の注意点……硬くなっている筋肉をほぐすため、まずはストレッチ
や準備運動をして身体を温めてから運動を始めましょう。外に出る時はきちん
と防寒具（帽子・手袋・マフラーなど）も着用しましょう。

　冬に脳卒中や心筋梗塞の発症が増えます。これは、寒さで血圧が上昇することは
もちろん、水分摂取量が少ないことも大きな要因です。水分摂取量が少ないと脱水
状態になり、血液が「ドロドロ」状態になります。ドロドロ血液で血管が詰まらな
いように、冬場も水分補給を心がけましょう。

　１日に失われる水分量は成人であれば2.5L程度です。それを補うには、食
事以外に１日1.5L～２L程度の水分をとる必要があります。一気に飲むので
はなく、こまめに飲むことで、喉や鼻の粘膜を潤し、感染症予防にもなります。
※心臓・腎臓の機能が低下している方は注意が必要です

Ｈ Ｅ Ａ Ｌ Ｔ Ｈ

冬こそ運動をしましょう

冬でも水分補給は大事です
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こどもみらい館の予定表

●こどもみらい館☎74―2305����
開館日／火曜日から土曜日　休館日／月曜日、日曜日、祝日
利用時間／ 8：30～ 11：30、13：00～ 16：30

（12月の日程）

◆問合せ先
　町健康福祉課健康医療室☎86-2338

令和５年度の日程はこちら→

がもう�あやこ�ちゃんいとう�りんと�くん

　町内に在住の方で、小学校入学前のお子
さんの写真掲載を希望される方は、メール
（iide-info@town.iide.yamagata.jp）に
名前・性別を記入して送付ください。
●問合せ先
　役場企画課情報推進室
　☎87―0522�

12月13日㈬�10:45 ～おはなし広場
　　　　　　　　　　避難訓練
　　19日㈫��9:50 ～離乳食教室
　　　　　　　　　　（会場：健康福祉センター）
　　20日㈬� 10:45 ～かんがるー広場

（要申込）

（要申込）

（要申込）

　12月は、クリスマスや年末行事など、楽し
いことがたくさんあります。いろいろな人と出
会う機会も多くいつもと違う経験が子ども達の
心を大きく成長させてくれることでしょう。
　南

か ぼ ち ゃ

瓜や白菜、大根などの今が旬の冬野菜には、
他の時期よりも栄養価が高く体を温めたり、風
邪の予防の効果があるといわれています。ぜひ
食べてみてください。

幼児歯科健診（フッ素塗布）

１歳ごろまでの赤ちゃんとママの交流の場です。
◆日時／１月16日㈫、30日㈫�10:00 ～ 11:30
※16日は発達講座と共催予定
◆場所／健康福祉センター

ママと赤ちゃんのサロン

◆日程／１月18日㈭　◆受付／ 13:00 ～ 13:20
◆対象者／①令和２年８月～ 12月生まれ
　　　　　②令和３年８月・９月生まれ
　　　　　③令和４年10月生まれ
　　　　　④令和５年１月生まれ
◆場所／健康福祉センター
◆�持ち物／母子健康手帳、子ども用歯ブラシ、
　　　　　健診料金500円
※�対象月以外でも受診可能です

◎４カ月児・９カ月児健診
◆日程／１月26日㈮　◆受付／ 13:00 ～ 13:15
◆対象者／４カ月児／令和５年８月・９月生まれ
　　　　　９カ月児／�令和５年３月・４月生まれ
◆場所／健康福祉センター
※対象者へ約１カ月前に健診の案内を送付します

◎３歳児健診
◆日程／１月11日㈭　◆受付／ 13:00 ～ 13:15
◆対象者／令和２年３月・４月・５月生まれ
◆場所／健康福祉センター
※対象者へ約１カ月前に健診の案内を送付します

乳幼児健診

◆日程／１月10日㈬　
◆時間／ 13:30 ～ 16:00
◆�対象者／令和６年４月・５月出産予定の初妊婦と夫
◆場所／長井市保健センター
◆持ち物／母子健康手帳・飲み物・筆記用具
　　　　　動きやすい服装

パパママ教室（２回目）
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◆国民健康保険診療所（椿）�☎72-2300 ◆付属中津川診療所�☎77-2330

※空欄は休診です

国民健康保険診療所

１月の診療予定 ・担当医師

月 火 水 木 金 土 日
1日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日

午前 (休診) (休診) (休診) 髙橋(潤) 髙木
午後 髙木2時30分～

８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日
午前 (祝日) 髙木 木村 髙橋(祥) 髙木
午後 髙木 髙木2時30分～

15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日
午前 髙木 髙木 木村 髙橋(潤) 髙木
午後 髙木 髙木 髙木2時30分～

22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日
午前 髙木 髙木 木村 髙橋(祥) 髙木
午後 髙木 髙木 髙木2時30分～

29日 30日 31日
午前 髙木 髙木 木村
午後 髙木 髙木

月 火 水 木 金 土 日
1日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日

午前 (休診) (休診) 豊野
午後

８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日
午前 (祝日) 豊野 豊野
午後

15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日
午前 オンライン診療 豊野 豊野
午後

22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日
午前 伊藤 豊野 豊野
午後

29日 30日 31日
午前 伊藤 豊野
午後

１月３日まで休診、椿診療
所は４日から、中津川診療
所は５日から診療します。

○�水・木曜日の午後は、訪問診療などのため休診です
○�小児の予防接種は、月・火・金曜日の午後４時から行い
ます。ワクチン手配の都合上、事前に予約してください
○�金曜日の午後は新型コロナワクチン接種を予定している
ため、午後２時30分からの診療となります
【受付時間】　午前�8:30 ～ 11:30　午後�1:30 ～ 4:00

住民課
     住民室から

お知らせ 国民年金保険料の納付は
口座振替による前納がお得!!

◆申込・問合せ先／役場住民課住民室☎87-0511・米沢年金事務所☎0238-22-4220

　口座振替を利用すると金融機関に行く手間と時間がかからず、納め
忘れを防ぐことができます。また、「早割」や「前納」で納付すると
保険料が割引されます。希望する方はお早めにお申し込みください。

振替方法 口座振替納付額 割引額 申込期限 引落し日
２年前納（４月～翌々年３月分） 385,900円 16,100円 ２月末 ４月末
１年前納（４月～翌年３月分） 194,090円 4,150円 ２月末 ４月末

６カ月前納
（４月～９月分・10月～３月分）

97,990円 1,130円
４～９月分 ２月末 ４月末
10～３月分 ８月末 10月末

当月末振替（早割） 16,470円 50円 ー ー 当月末

※保険料と割引額は、令和５年度の保険料（月額16,520円）を基準にした目安額です
◆申込先／振替希望の金融機関、年金事務所、役場住民課住民室のいずれか
◆必要書類／年金手帳または納付書、預(貯)金通帳、預(貯)金通帳届出のはんこ
【留意事項】
◦�すでに口座振替で前納されている方は、再度の申し込みは不要です。ただし、１年前納から２年前納への変
更など、振替方法を変更する場合は、再度申し込みが必要です
◦�残高不足で口座からの振替ができなかった場合は、次の振替日（２年前納、１年前納の場合は翌年４月末）
までの間、割引がない翌月末振替になります
◦�２年前納した場合の社会保険料控除は、①全額を納めた年に控除または②各年分の保険料に相当する額を各
年に控除のどちらかを選択できます

○15日㈪は伊藤医師によるオンライン診療です。
○�小児・高齢者の予防接種は、ワクチン手配の都合上、
　事前に予約してください
※都合により予定が変更となる場合があります
【受付時間】　午前�8:30 ～ 11:30
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　飯豊町移送付添ボランティア連絡会では、医療機関
への通院や治療で、車両の乗り降りに介助を必要とす
る方に対して、有償の付添いサービスを提供していま
す。
　他にも、この10月から実証実験としてほほえみカー
への添乗ボランティアをスタートさせました。現在運
行しているほほえみカーは「一人で乗り降りができる
方」を対象にしておりますが、足を上げ下げする動作
が難しくなる高齢者にとって、大型車両の乗り降り
には不安があります。ふらつきや時間がかかるなど、
“ちょっと手を貸してもらえると安心だな”という利
用者の思いに寄り添ったサポートにより、ほほえみ
カーで外出することに不安なく、より多くの方に利用

いただけることを期待しております。
　町内と長井市内を往復する２便で実証実験するなか
で、「荷物を持ってもらえるので、手すりをしっかり
握れて助かる。会話ができて楽しい」という利用者か
らのご意見をいただいております。添乗ボランティア
は、地域の皆さんの助け合いの気持ちがつながって活
動できています。
　経験や資格が無い
方でも、思いやりの
気持ちでできる助け
合い活動ですので、
ぜひ参加してみませ
んか？

◆問合せ先／（社福）飯豊町社会福祉協議会☎72-3353
　　　　　　町健康福祉課福祉室☎86-2233

地域での
支え合い・助け合い

第20回地域支え合い推進員通信
できることから

始めよう

「支えてくれる安心 ～ 飯豊町移送付添ボランティア連絡会 ～」
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　今年度は、多くの地域・公民館事業が再開され、
地域づくりや社会教育の取り組みが行われています。
　東部地区では、「Iide東部まちづくり会議」（事務
局・東部地区まちづくりセンター）を開催し、意見
交換を行っています。今年度は「空き公共施設の利
活用」に向けた課題が提起され、８月に「利活用に
関する全戸アンケート」を実施、地域づくり座談会
へ反映し、今後のまちづくり推進の参考資料とする
べく取り組んでいます。また「Iide東部まちづくり
会議・かわら版」を作成し全世帯へ配布、全戸アン
ケート調査の結果を周知するとともに、地区内の組
織・団体がどんな活動を行っているのかを地区住民
で共有できる取り組みをしています。
　地域と東部地区まちづくりセンターの連携協働事
業の一部として、●添川温泉ふるさと祭り●添川
小・地区合同大運動会●イーデ・トーヴ文化祭、の
３大事業で実行委員会を組織し、地区長会との連携

により地域を挙げて盛大に開催することができまし
た。コロナ禍で事業の中断があったにも関わらず、
地区一体の取り組みができたことは、あらためて「地
域の力」を強く感じた事業でした。
　さらに、町消防団第３分団・自主防災会との連携
事業、添川小学校との地域学校協働事業、子ども会
育成会や各サークル・愛好会との協働活動で、地域
の一体感を高める活動に取り組んでいます。

＜第９回＞

東部地区まちづくりセンター

地域の力を感じた３大事業から地区別計画の推進へ

今 月 の 展 示 コ ー ナ ー
　12月の展示コーナーは“クリ
スマス”“年末年始にむけて”です。
行事に関する本や絵本、料理本な
どをそろえて皆さんの生活などに
役立つ情報を紹介したいと思いま
す。ぜひご利用ください。

今月のおすすめの本

一般図書

児童図書

あなたが誰かを殺した
東野�圭吾著　　出版／講談社

　閑静な別荘地で起きた連続殺人事件。
愛する家族が奪われたのは偶然か、必然
か。残された人々は真相を知るため「検
証会」に集う。そこに、長期休暇中の刑
事・加賀恭一郎が現れ…。

アップサイクル
佐藤�まどか作、木内�達朗絵　出版／ポプラ社

　夏休みのグループ研究で集まった、丈、
紫月、王ちゃん。3人は目の前にある使
われていない古いミシンと黒板をアップ
サイクルしようと決めて…。廃材を再利
用するアップサイクルで起業を目指す中
学生の挑戦を描いた物語。

新　着　図　書

❖❖❖　今月の展示コーナー　❖❖❖

新　着　児　童　書

ヒロイン

いまこそガーシュウィン

桜木�紫乃著
出版／毎日新聞出版

中山�七里著
出版／宝島社

博物館の少女

ぬまの 100 かいだ
てのいえ

富安�陽子著
出版／偕成社

いわい�としお作
出版／偕成社

◆問合せ先／町民総合センター「あ～す」☎72-3111

　住民の声を集約し、生涯学習の推進と地域づくりを
両軸に地域の力を合わせ「地区別計画の推進」「地域
課題の解決」に向け取り組んでいきます。

<担当者の声> VOICE�!

【活動の一場面】
　８月14日に行われた第35
回添川温泉ふるさと祭り。
　上代地区有志による創作ダ
ンスに、会場は大いに盛り上
がりました。
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事業所名 職　　種 雇用
形態

㈱デンソー山形 技能職 正

㈱メフォス北日本東北第二事業部 調理員（ケアハウス：めざみの里） パ

㈱レペック 機械工、検査員、研磨工 正

オリーブソーイング㈱
ミシン縫製工、ネット販売スタッ
フ仕上げ工【60歳以上の方も歓迎】 非

サンリット工業㈱
製造オペレーター /鍛造・AC工
場・PC工場 正

㈱ビーネックステクノロジーズ　
　仙台オフィス

自動車部品生産ラインの生産準備
業務 派

東北警備保障㈱ 清掃業務 正

㈱セスナー
物流業務、部品・製品運搬、部品
入替作業、はんだ付け良否判定 派

㈱菊地工業 運転手（10ｔまたは4ｔ） 正

㈲トップパーツ
社内SE（システム管理・システム
エンジニア）、マシンオペレーター
【夜勤あり】、機械設計

正・非

㈲大沢牧場 豚飼育作業員【急募】 パ

㈱佐藤管工業 土木施工管理技士および配管工 正

㈱コメリ新潟ストアサポートセンター 販売員（アルバイト・準社員） パ

㈱ツルハドラッグ 登録販売者 正

樋口建設㈱
【大卒採用】作業員（土木・建築
施工管理技士候補） 正

ハ　ロ　ー　ワ　ー　クハ　ロ　ー　ワ　ー　ク
飯　豊　町　求　人　情　報飯　豊　町　求　人　情　報

　飯豊町内のハローワークの求人情報
を掲載します。
◇�令和５年10月２日以降に登録され
た令和５年11月１日現在の町内求
人情報を受け付け順に掲載していま
す。雇用の状況により、募集が停止
されている場合があります。
◇事業所によっては複数の職種の募集
　がありますが、掲載枠の関係上、一
　部省略しています。
◇雇用形態は、正＝正規社員、非＝非
正規社員、パ＝パート労働者、派＝
雇用派遣労働者で表記しています。
◇�詳しくは、町ホームページかハロー
ワーク長井にお問い合わせください。
◆問合せ先
　ハローワーク長井☎84-8609
　役場商工観光課産業連携室☎87-0569

　12月は忘年会など飲酒をする機会が多く、飲酒運
転や飲酒運転による交通事故の増加が懸念される時期
です。飲酒運転は重大な犯罪です。
・飲んだら乗らない！
・飲んだ人に運転をさせない！
・運転する人には飲ませない！
を徹底して、飲酒運転をなくしましょう。

　12月は飲酒運転撲滅運動期間です。期間中は交通
安全協会が飲食店などに飲酒運転の撲滅を呼びかける
活動を行っています。

　また、まもなく冬至を迎えるこの時期は１年で最も
日が短く、夕暮れ時の事故が多発します。思わぬ事故
に遭わないよう、自動車のドライバーも歩行者も交通
ルールを必ず守り、交通安全に気を付けましょう。
●自動車に乗る人
・早めのライト点灯を！
　早めにライトをつけて自分の存在を周りに知らせま
しょう。
・横断歩道は歩行者優先！
　横断歩道の近くは減速し、横断しようとする人がい
る時は必ず止まりましょう。
・ハイビームを活用しよう！
　ロービームに比べて視界を２倍以上確保できます。
●道路を歩く人
・明るい服装や反射材、ライトを装着！
　自動車から見えるように、明るい服装や反射材など
で自分の存在を知らせましょう。
・道路を横断するときは横断歩道を！
　横断歩道が近くにない時は斜めに横断したりせず、
短い距離で横断しましょう。

飲酒運転ダメ、ゼッタイ！住民課生活環境室から住民課生活環境室から
◆問合せ先／役場住民課生活環境室

☎87-0514

飲酒運転撲滅運動の様子
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納　税（１月）
国保税
• 納期限／１月31日㈬
• 問合せ先
　役場税務会計課税務室
　☎87-0512、87-0513

日 月 火 水 木 金 土

:

５ ６

７ ８ ９ 10 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

行 事 予 定

【あ～す】町民総合センター「あ～す」　【健セ】健康福祉センター　【中部】中部地区公民館　【白椿】白椿地区公民館
【東部】東部地区公民館　【西部】西部地区公民館　【中津川】中津川地区公民館　【わくわく】わくわくこども園　
【すくすく】すくすくこども園　【スポセン】町民スポーツセンター　【社協】飯豊町社会福祉協議会　【白川パ】白川湖パークゴルフ場�

※日程は発行時のものです。変更の可能性があります

３ ４

今日も元気に百歳
体操10:00 ～
【白椿】
ママと赤ちゃんの
サロン10:00 ～
【健セ】

今日も元気に百歳
体操10:00 ～
【白椿】
ママと赤ちゃんの
サロン10:00 ～
【健セ】

無料法律相談
13:00～【あ～す】
心配ごと相談所
13:30 ～【社協】

スキー指導者講習
会13:30 ～
【手ノ子スキー場】

今日も元気に百歳
体操10:00 ～
【白椿】

乳幼児健診
（３歳児）13:00 ～
【健セ】

キララ☆親子ス
キー教室9:30 ～
【手ノ子スキー場】

キララ☆書道教室
9:00 ～【中部】
キララ☆スポーツ
の日19:00 ～
【スポセン】

幼児歯科健診
13:00 ～【健セ】

かもしかクラブ修了
式9:30～【わくわく】
行政相談13:00 ～
【あ～す】
乳幼児健診
（４・９カ月児）
13:00 ～【健セ】

キララ☆書道教室
9:00 ～【中部】
白椿新春川柳大会
13:30 ～【白椿】
キララ☆スポーツ
教室19:00 ～
【スポセン】

かもしかクラブ修
了式8:30 ～
【すくすく】

新春将棋大会
9:00 ～【中部】

キララ☆親子ス
キー教室9:30 ～
【手ノ子スキー場】

２

11

キララ☆親子スキー
教室9:30 ～
【手ノ子スキー場】
雪 中 ゲ ー ム 大 会
9:30～【しらさぎ荘】
スキー場感謝デー
11:00 ～
【手ノ子スキー場】

今日も元気に百歳
体操10:00 ～
【白椿】

キララ☆親子ス
キー教室9:30 ～
【手ノ子スキー場】

１
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【第４次広域計画（案）】および
【第３期保健事業実施計画（案）】へ
の意見募集（パブリックコメント）
を行っています。
◆募集期間／12月20日㈬まで
◆計画（案）の閲覧方法および提出方法
　詳細は後期高齢者医療
　広域連合ホームページ
　などでご確認ください。
　　山形県後期高齢者医療広域連合
　　☎0237-84-7100

◆募集職種および人員／介護員　若干名
◆採用予定日／令和６年４月１日
◆受験資格
　介護福祉士資格を有する方
　（令和６年３月取得見込可）
◆試験案内（要綱と申込書）の配布
　特別養護老人ホームひめさゆり荘
　にて交付（ホームページよりダウンロード可）
◆受付期間／12月11日㈪～27日㈬
◆試験日／令和６年１月13日㈯
◆試験内容／適性検査・作文・面接
◆試験会場
　特別養護老人ホーム
　ひめさゆり荘
◆合格発表
　令和６年１月31日㈬まで本人へ通知
　　　特別養護老人ホームひめさゆり荘
　　　☎74-2011
　　　　（担当：手塚・荒木）

　

　町では現在、健康づくりの基本指
針となる、健康増進計画（第３期）
「健康いいで21」の策定準備を進め
ているところです。計画策定に当た
り、より多くの町民の皆さまの声
を健康づくりに反映するため、ア
ンケート調査を行います。調査対
象は20歳以上75歳未満の町民の方
(無作為抽出で約800名)と、小学３
年生および５年生・中学３年生とし
ており、対象の方には現在調査票を
お届けしております。回答する項目
が多数あり、お手数をお掛けします
が、ご記入の上、同封している返信
用封筒でご返送いただくか、パソコ
ンやスマートフォンでご回答くださ
い。ご協力よろしくお願いします。
【アンケートフォームのお詫び】
　お送りしている用紙に記載された
URLおよびQRコードにアクセスい
ただくと、下の写真のような注意が
表示されます。これは町側の手違い
によるものです。回答するには影響
ございませんので、そのままお使い
下さい。疑問を招くフォームでのお
願いとなり深くお詫び申し上げます。

　　町健康福祉課健康医療室
　　☎86-2338

飯豊町役場
　TEL　0238―72―2111
　FAX　　　　72―3827
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ　www.town.iide.yamagata.jp
E メール　iide-info@town.iide.yamagata.jp

町ＨＰ

「 あ ～ す 」 ☎ 72–3111 社 会 福 祉 協 議 会 ☎ 72–3353 東 部 地 区 公 民 館 ☎ 74–2447
町 健 康 福 祉 課 ☎ 86–2233 ひ め さ ゆ り 荘 ☎ 74–2011 西 部 地 区 公 民 館 ☎ 75–2111
介 護 老 人 保 健 施 設 ☎ 86–2117 ス ポ ー ツ セ ン タ ー ☎ 72–3086 中 津 川 地 区 公 民 館 ☎ 77–2020
国民健康保険診療所 ☎ 72–2300 中 部 地 区 公 民 館 ☎ 72–2126 飯 豊 駐 在 所 ☎ 72–2245
付 属 中 津 川 診 療 所 ☎ 77–2330 白 椿 地 区 公 民 館 ☎ 72–2242

Information お知らせ

　東北森林管理局は、国有林野の管
理経営に皆さまの声を役立てていく
ため、モニターを募集しています。
◆募集人員／48名程度（人数調整あり）
◆募集期間
　12月15日㈮～令和６年２月16日㈮
◆任期／令和６年４月１日から２年間
◆内容／アンケートの回答、現地見
　学、国有林モニター会議出席など
※応募資格や応募方法など、詳しく
　は東北森林管理局ホームページを
　ご覧いただくか、下記
　までお問い合わせくだ
　さい。
　　東北森林管理局企画調整課
　　国有林モニター担当
　　☎018-836-2228

◆日時／令和６年１月20日㈯
　9：30～15：00（受付9：00～）
◆会場／中部地区公民館
◆参加料／大人1,000円、子ども
　700円（中学生まで）※当日支払
◆申込方法／所定の申込書
※申込書は公民館で準備しています
◆申込期限／令和６年１月11日㈭厳守
◆その他
・参加者には昼食を準備します
・基本、当日受付はしておりません
　　　中部地区公民館
　　　☎72-2126

町からの
▼ ご案内
▼

町健康増進計画策定に伴う
アンケート調査について

募 集▼
山形県後期高齢者医療
広域連合�各種意見募集

・問申

申 問申し込み 問い合わせ

社会福祉法人いいで福祉会
正規職員募集

令和６・７年度
国有林モニターの募集

第27回いいでめざみの里
新春将棋大会

問　

問　

・問申

問　

▼お知らせ
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Informationお知らせ

　所有者が亡くなったのに不動産の
相続登記がされないため、持ち主が
不明となることで生じる周辺地域の
環境悪化や公共工事の阻害といった
社会問題の解決のため、これまで任
意だった相続登記が令和６年４月１
日から義務化されます。
〇相続登記の申請義務についてのルール
【基本的なルール】
　相続（遺言も含みます。）によっ
て不動産を取得した相続人は、その
所有権を取得したことを知った日か
ら３年以内に相続登記の申請をしな
ければならないこととされました。
【遺産分割が成立した時の追加的なルール】
　遺産分割の話し合いがまとまった
場合には、不動産を取得した相続人
は、遺産分割が成立した日から３年
以内に、その内容を踏まえた登記を
申請しなければならないこととされ
ました。
※�上記２つのルールについて、正当
な理由がないのに義務に違反した
場合、10万円以下の過料の適用
対象となります。
※�制度の詳細については、
法務省のホームページ
をご覧ください
　また、法務局では相続手続がス
ムーズに進められるように、以下の
制度に関する業務も行っております。
＜法定相続情報証明制度＞

・�相続手続のたびに、戸
籍謄本の束を何度も出
し直す必要がなくなり
ます
・�いくつもある相続手続が同時に進
められ、時間短縮につながります
＜自筆証書遺言書保管制度＞

・�紛失、改ざんを防止します
・�家庭裁判所の手続（検認）
が必要ありません
・保管手数料は3,900円
　　山形地方法務局米沢支局
　　☎0238-22-2148（番号案内２番）

　成長期にある子ども達にとって、病
気を抱えながら生活することは容易で
はありません。自分の病気を理解し、
主体的にケアできるよう、私たちに何
ができるか考えてみませんか？
◆�対象者／慢性疾患をもつ子ども保
護者、管内幼稚園・保育施設職員、
管内小中学校養護教諭、管内市町
母子保健担当者などの支援者ほか
◆�日時／令和６年１月20日㈯
　10時30分～11時30分
◆開催方法／ Zoomによるオンラ
　インでの講演会
◆講師／山形大学医学部附属病院
　看護師　今　陽子氏
　（日本看護協会認定小児看護専門看護師）
◆�申込方法／QRコード
より（やまがたe申請）
　　置賜保健所
　　子ども家庭支援課保健支援担当
　　☎0238-22-3205

　令和４年４月１日からパワハラ防
止措置が事業主に義務化されていま
す。
・�職場でハラスメントの相談窓口を
設置、周知していますか？
・�相談受付後は双方から事情を確認
し、対応していますか？
　職場のハラスメント防止対策につ
いて再確認いただき、ハラスメント
のない、働きやすい職場づくりを進
めましょう。
※�パワハラ防止対策の資
料などは山形労働局
ホームページからダウ
ンロードできます
※�ハラスメント対策の総
合情報サイト
　【あかるい職場応援団】
　もご覧ください
　　山形労働局雇用環境・均等室
　　☎023-624-8228

　国税庁では、確定申告のための
決算の方法・注意点などを説明す
る動画「決算のしかた（青色申告
編・白色申告編・農業所得編）」を、
YouTube国 税 庁 動 画
チャンネルに掲載してお
りますので、是非ご覧く
ださい。
　　長井税務署調査部門
　　　☎84-1810（代表）
　　　　（音声案内「２番」を選択）

◆日時／12月21日㈭
　①10：00～12：00
　②13：30～15：00
※�①は消費税の仕組みから知りたい
方向けの説明会となります
◆会場／長井税務署
※�会場駐車場は、利用台数に限りが
ありますので、公共の交通機関な
どをご利用ください
◆定員／15名
※事前予約制・先着順
◆その他／登録要否相談も可能です
　　　長井税務署調査部門
　　　☎84-1810（代表）
　　　　（音声案内「２番」を選択）

　令和６年１月以降、事業主の皆様
が給与所得の源泉徴収票をe-Taxや
認定クラウドなどで提出いただくと、
従業員の方が確定申告をする際にマ
イナポータル連携を利用することで、
給与所得の源泉徴収票の情報が確定
申告書に自動的に入力されるため、
入力する手間が不要となりますので、
事業主の皆様は、e-Taxなどでの提
出をお願いいたします。
※�詳細は国税庁ホーム
ページをご覧ください
　　長井税務署　☎84-1810

相続登記の申請が
義務化されます

「決算のしかた」の
説明動画について

・問申

消費税のインボイス制度
説明会

慢性疾患の子どもの
セルフケアに関する講演会

12月は「職場のハラス
メント撲滅月間」です

給与所得の確定申告
がさらに簡単に

問　

問　

問　

問　
問　
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　入寮希望者はYouTubeによるビ
デオ寮紹介をご覧ください。

◆寮費月額／ 65,000円
※食費（朝夕２食・土日祝除く）、
　水道代、光熱費など含む
◆�応募資格／東京および東京近郊の
大学、短大、専門学校および大学
院の在学生、または入学予定者（男
子のみ）であって、�置賜地域３市
　５町の在住者または出身者の子弟
◆募集人員／ 15名程度
◆願書の入手方法
　�米沢有為会ホームペー
ジからダウンロードを
お願いします
（http://www.yonezawa-
　yuuikai.org/）
※�東京興譲館寮の紹介
YouTubeをご覧くだ
さい
　　　東京興譲館☎03-3309-3302
　�　　米沢有為会☎0238-22-5111

◆寮費月額／ 65,000円
※食費（朝夕２食・土日祝除く）、
　水道代、光熱費など含む
◆�応募資格／仙台市内および仙台近
郊の大学、短大、専門学校および
大学院の在学生、または入学予定
者（男子のみ）であって、�置賜地
　域３市５町の在住者または出身者
　の子弟
◆募集人員／ 10名程度
◆願書の入手方法
　�米沢有為会ホームペー
ジからダウンロードを
お願いします
（http://www.yonezawa-
　yuuikai.org/）
※�仙台興譲館寮の紹介
YouTubeをご覧くだ
さい
　　　仙台興譲館☎022-222-4790
　�　　米沢有為会☎0238-22-5111

　進学の際の学資金・生活資金など
を対象とする教育ローンで、限度額
の範囲内で繰り返しご利用いただけ
ます。卒業後、県内に就職・就業
した場合、それ以降、最長10年間、
元金300万円を限度に年2.00％の
利子補給が受けられます。
◆融資限度額／最高2,000万円
◆�融資金利／変動金利年1.55％～
2.45％ (最長20年)
◆融資期間／20年以内
※�在学期間中、元金の返済を最長７
年間据え置くことができます
　　東北労働金庫長井支店
　　☎0238-84-1100
　　(公財)山形県勤労者育成教育基
　　金協会　☎023-635-0101

◆日程／令和６年１月27日㈯
◆時間／13：00～16：45
◆�場所／やまがたハッピーサポート
センター置賜支所（米沢市）
◆対象／結婚を希望する方・その家族
◆内容／婚活の仕方などの個別相談
◆費用／無料（予約制）
◆申込期限／令和６年１月24日㈬
　　　やまがたハッピーサポート
　　　センター ☎023-687-1972

◆�第39回町小体振陸上競技大会
・男子４×100mリレー
　①第一小②添川小③第二小
・女子４×100mリレー
　①第一小②第二小③手ノ子小
※11月号の修正を掲載します

ふるさと奨学ローン
【カード型】

『やまがた縁結びたい』
結婚相談会

１月11日㈭１月11日㈭
次回発行日

米沢有為会
令和６年度寮生募集

東京興譲館

仙台興譲館

・問申

・問申

問　

・問申

（10・11 月届け出分）

心からおくやみ申し上げます
住　所 氏　　名 年齢

萩 生 石 原 伊 藤 ま さ さん 95
中 中 西 大谷部靜雄 さん 85

松 原 勝 見 澄 子 さん 80
添 川 上 町 馬 卸 み ち さん 89
中 新 田 長 岡 ヱ ン さん 100

添 川 東 山 佐久間まる さん 97
椿 椿第一 遠藤ヨシ子 さん 94
椿 下 椿 安 部 ち よ さん 92

手ノ子 荻 鈴木八郎兵衛 さん 88
添 川 上 町 渋谷アキヱ さん 91
萩 生 石 原 石山とし子 さん 89

【10月分】 （　）内は対前月比
世帯数 2,306（-12）転入 4

人
　
口

男 3,183（-15）転出 21
女 3,249（-10）出生 3
計 6,432（-25）死亡 11

人の動き

※�この欄に掲載を望まない場合は届
け出の際に申し出てください

お誕生おめでとうございます
住�所 氏　　名 ご両親

中 嶋 貫 楓
ふ う ま
眞 く ん（ 翔 大

奏 永

ご結婚おめでとうございます
住�所 氏　　名

（添 川 小 松 拓 史 さん
山 形 市 五 十 嵐 奈 々 子 さん

Information お知らせ

　
気
が
付
け
ば
も
う
12
月
。
私
に

と
っ
て
は
、
哀
し
み
に
暮
れ
た
り

涙
が
出
る
ほ
ど
笑
っ
た
り
歯
を
食

い
し
ば
っ
た
り
、
本
当
に
激
動
の

１
年
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
待
ち
受

け
る
幾
多
の
忘
年
会
に
も
負
け
る

こ
と
な
く
、
深
く
心
に
刻
ま
れ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。　　
　
（
中な

か
ま真

）



ー�

は
じ
め
に
里
山
ツ
ア
ー
に
つ
い
て

紹
介
し
て
く
だ
さ
い

　
今
回
の
企
画
は
、
町
内
外
の
人
に

飯
豊
町
の
歴
史
や
文
化
、
暮
ら
し
を

体
感
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
地
域

の
価
値
を
発
見
し
た
り
、
新
た
な
視

点
で
気
づ
い
た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と

を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
と
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
ツ
ア
ー
で
す
。
県
外
か
ら
８

名
（
東
京
都
、名
古
屋
市
、島
根
県
）、

県
内
か
ら
３
名
（
山
形
市
、
飯
豊
町
、

長
井
市
）
の
計
11
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

ー�

里
山
ツ
ア
ー
を
始
め
る
き
っ
か
け

を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

日
本
の
里
山
資
源
を
生
か
し
た

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
在
り
方
を
検
討
す
る

有
志
の
協
議
会
に
参
加
す
る
中
で
、

「
も
し
飯
豊
町
を
知
っ
て
も
ら
う
ツ

ア
ー
を
作
る
と
し
た
ら
何
が
で
き
る

だ
ろ
う
」
と
考
え
ま
し
た
。
２
人
で

飯
豊
町
の
魅
力
、
人
、
文
化
、
特
産

を
挙
げ
て
い
っ
た
と
こ
ろ
、
実
際
に

ツ
ア
ー
を
実
施
し
て
み
た
い
と
い
う

熱
が
一
気
に
高
ま
り
、
ツ
ア
ー
の
企

画
・
実
行
に
至
り
ま
し
た
。

ー�

飯
豊
町
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
活
動
す

る
楽
し
さ
や
り
が
い
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い

　

今
回
や
っ
て
み
て
感
じ
た
の
は

「
飯
豊
町
に
は
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
れ

ざ
る
価
値
・
楽
し
さ
が
た
く
さ
ん
あ

る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、

散
居
集
落
が
ど
う
し
て
生
ま
れ
た
の

か
？
そ
の
中
で
飯
豊
の
人
が
ど
う

や
っ
て
自
然
と
共
生
し
、
自
分
た
ち

の
文
化
を
築
い
て
き
た
の
か
？
な
ど

と
い
っ
た
独
自
の
風
土
に
、
町
外
の

皆
さ
ん
が
価
値
を
感
じ
て
く
れ
る
と

気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
一
緒

に
参
加
し
た
飯
豊
町
出
身
の
高
校
生

も
、
い
つ
も
と
違
う
視
点
で
町
を
見

る
体
験
を
し
て
、
地
元
民
の
誇
り
に

つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
感

じ
ま
し
た
。

ー�

今
後
、
や
っ
て
み
た
い
取
り
組
み

が
あ
れ
ば
、
教
え
て
く
だ
さ
い

　
ま
ず
は
、
さ
ら
な
る
町
の
可
能
性

に
つ
い
て
多
く
の
町
の
方
と
意
見
交

換
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
の
う

え
で
、
今
回
を
踏
ま
え
て
第
二
・
第

三
弾
の
ツ
ア
ー
の
企
画
や
、
参
加
し

た
地
域
内
外
の
方
々
の
新
た
な
取
り

組
み
の
土
台
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
い

い
な
と
考
え
て
い
ま
す
。
将
来
的
に

は
教
育
・
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て

活
用
で
き
る
ま
で
に
発
展
し
た
ら
面

白
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

この広報紙は再生紙を使用し、植物油インキで印刷しています。

地域おこし協力隊が行く‼地域おこし協力隊が行く‼
後藤武蔵 小野優太朗

私と私とSS
エス ディー ジー ズ

DGsDGs ～持続可能な私の取り組み～～持続可能な私の取り組み～

SDGsSDGs一口メモ！一口メモ！ SDGs用語解説（第４回）

　エコツーリズムは、生態系や自然環境に配慮し、旅を通じて環境に対
する理解を深めようという考え方です。また、そのような旅の仕方と定
義されています。　
　加えて、自然環境への影響を最小限に抑え、旅行費用ができるだけ現
地に落ちる仕組みになっていて、かつ旅行者もしっかり現地の自然や文
化について学ぶことのできる旅でもあります。自然・現地の人々・旅行
者それぞれにとってwin-winの関係であると言えます。

＜エコツーリズム＞

SDGsへの貢献

　飯豊町の魅力を町内外の方に知っていただき、新たな魅力を発見す
ることを目的に、飯豊町里山ツアーが開催されました。このツアーを
共同企画した飯豊町萩生出身の島貫洋平さん（名古屋市在住）にイン
タビューしました。この活動は主にSDGsのGoal17（パートナーシッ
プで目標を達成しよう）に貢献しています。写真右：島貫洋平さん、
写真左：共同企画者の城戸忠之さん（東京都在住）

加藤雅史さん （中津川） から森人会

の取り組みを紹介

自然・文化
の保護と
保全

地域経済の
活性化

地域資源を
生かした観
光の推進

ｅｃｏｔｏｕｒｉｓｍｅｃｏｔｏｕｒｉｓｍ


